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序文

tE,’3. 

昭和56年4月lUlci{i制を施行した宗像巾Ii北九州市、蘊闘市のペ・,ドクウンとして近年と

みに人いか増加しており、大型の宅地開発や公共事業が""押し＂状況であります。このよう

な開発事業は文化財の破扇・消滅と一体をなしています。

浦谷古墳群は人II増加に伴う児童、生徒の〇増に対処すぺく、，＂の事業として計繭された市

立小、中学校のF定地内に所在する遺腑であります．

昭和邸年 1月から翌56年10月までの前後2次にわたる発掘調査において数多くの貴重な歴史

資料が千数百年の静かな眠りから眼を党まし私遠，，，的に現われました．これらの貴直な資料を

私遁は古代人の霊と慰めるためにも、充分な保存と管理を行い、現代の歴史教育の中に生かし．

さらには古代から未来への遺産として子供遠1こ縦承してゆかねばなりません。

緊急発掘調査は新たな歴史貨料糾提供する場であるとともに・文化財の破壊・消滅を認，，る

ことでもありま十。現在｀最も問題となっている文化財の保護について私這は真剣に取り組む

ペき時期にきています．

なお、発掘調企及び整理にあたって県教育委員会の酒井仁夫主任技師と伊崎俊秋技師には指

導・協力を受けるとともに、発掘参加者及び整理にあたられた方々．さらには地元各方面から

の応援・協力に対して、ここに厚く御礼申し.clfます。

昭和57年 3月310

↑'『

宗像市教育委員会

教育長竹原 瑛

↓ . __ _j 
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例言

I. *≫ は宗1像市立,,,.,校のf定地内所{E/;J/1群のうら、破壊されるf・定の占れ群"ついて-~
簡調査を行・，た結果報告である．

2. 発掘磯虻9より／｛和お年度．お年度に国庫捕助を受けてポ像'"教育委員会が実施し、幅岡県敦

＊委員会の応援を得た．

3. 発掘議査にあた••て福岡県教育委Jも会の涵井仁夫主任技悔の応援を得た．

4. 遺物整理については九州歴史資料誼の横田義紅氏と謳岡県教育委H会の岩瀬正'""'・ 酒井

氏、伊崎俊秋氏の指導・援助を得た．

5. 本甚使用の実函図"遺情図を原が。遺物を原、伊崎氏。板橋9告世氏があた.,た．

•. c-4号坑石室内人付の実測および取り上げは九州大.,医学部"'"中良之1り手にお願いし
た。

7. 本苔の製図"酒井氏、伊崎氏｀宮内智久君.ii/家直，（•君があた・9 た。

8. *"'の写真"現地は主に原が．遺物はC-5,;墳の鉄器を九州誕史貸料館の石丸洋氏が．

その他は涵井氏があたった．

9. 本書の執筆""を九州大学医学部教授の永井昌文氏に依頼し．その他は原が担当した．

IO.*&の編集"原が担当した．
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I はじめに

昭和55年．市立中学校の建設浪地に、たや珈r字浦谷、絵田の丘駿が他の鮫補地とともに
"ぼり．調査の紡果lit/tの所任することがわかり、,,,業にあたって、当遺路が計画ではほとん

ど破壊されることにな，•た。現状保存の努力がなされたが、址終的に調虻を支施することとな
J . ,.w;; 紬助事菜として昭....年1月9日から 3月""まで．さらに2次調査と Lて同年7月

"'"から10月31'1まで実施した。 2次調査後整理作業に入った．字浦谷をとって浦谷古墳群と

• 名称する。調査11次，，とお 9行った．

i●谷占れ群

古墳打基（未調；；5基．消滅3基）

小石室 5基

窯跡 1基

火葬嘉 1基

調査にあたっては、県教育委員会をはじの地元各，，iiiから指導、協力をいただき、ここに感
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1次・ 2次調紺如Jtt

叫 If!二.I叫9瓜町、小"姐這、荒JII現宮内利久．副島w,,,J.Ii本，り滋、情9紐••1、人橋

庄 ；1、は人路1菱'"、伽Ill裕t.,.阪政ほ、 LI-I与：ヽ(.,,, 賀茂雄、'""''""'"-共畑兵ニ-~藤
勝叫 I'll義実."'"豊祖宮,.,濱、卸II慨郡、"谷，＇り助、い""組船越鉄血 ,ff家It

机 Ill辺和,1、香月勇.;, 英知,,,・、石111~1n. に）9顛芙．艇谷友((. ""'千代香、 /Elll沢江
、梶谷久・孔""八直子、""'ミサす、"谷 9 ツェ、森クケ子、井上二三夫、町I•• シエ、法

泉顛'(・.富捌左知子、小Ill裕美｀僑肛I汗 •rlt美江、坪"'みどり、鶴牧"(·、寺本f•恵子、小

●f由美・子。

なお識誓I•には県教育委員会文化課石山憩氏.1t九州巾教育文化＊衷111の前Ill義人.... ., 慎

敏氏の指蒋と協）Jを得た。また現場では平祖農産株式会仕.,項1測flt,没，jf抹式会社．丸闘建設

株式会社の方々に協力をいたださ、円滑な兌掘調査を進，，ることが出来た闘
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II 位置と環境
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；；計象,,~束内部、こ隣接するii川町の靡'"(摂l!i296』"'を水源とする荒城Jillふ北西}ff~へ

向けて'"''する谷地形を流れ．昼掛．荒堀集拓の直側を通,,.宮1l1町で朝町/IIと合流し、その

池れは東喝1こ"いて各/JII に流れ込む• 宗像盆地地形を東西に貫流する釣JIJは、宗像大社の所在

するUI島から北流して．玄界灘1こそそぎこむ．

浦谷1,1/1群"派漏川と朝町HIにはさまれて．北西にのびる丘駿の東観に位11tし、荒堀川に面

Lている．，¥墳群の所(E地は、荒堀JIIが形成した谷地形のもっとも辻ばまるところであ,.谷
庄9

をはさんだ東Ill{,oo,,, には百田占墳群、さらに東側には木山窯跡群がある。
/ill¥の分布は北東および東痢9このびる小さな 4本の尾恨線上と南側斜面に 9群をなしている。

床像市内における本格的文化財調丘ば_,_に東謁地区において土地区画整理事業に伴い、
n, ●9 ●'.. 

緊急潤査されたのが蚊初である。その後三郎丸古積群．城ヶ谷古墳群、稲元古IJI群、中松元古
註● 註9 ●● 註•

坑群、石丸遺跡．相原占墳群．久戸古頃群．百田古,.群ヽ浦谷古墳群．朝町町 9坪遺跡．帆町

釦 0 ● " 庄ロ ・"
山添遺跡、相原遺躊．半"'古墳群、稲元窯跡群．長尾遺跡と次々に緊急鵡査が行なわれた。こ

り消月、現状保存がなされたのは東綿高塚を含む3基と城ヶ谷古墳群内の14基の計17基の古墳に

すぎない．

以lヅ9調査による文化財の破巌、消滅と併行して．緑豊かな宗像の自然呆観も年ごとに形を

かな急激な宅地化の波1このまれようとしている．

註

I. 19IIO・'"''年調査．古l/1お基、小石室 9基．火葬墓 l基の調査．鉄滓の副葬あり．

2. 福岡県史躊調査会 ［東郷遺跡詳J日本住宅公団 1007 

3. 波多野院三 「三郎丸古墳群1 『禍岡教育大学紀要』 2l号 1"11 古墳9基の調査．

,. 波多野肛主 「城ヶ谷占墳群Jクボクハウス株式会社．住友不動産株式会社 1缶7 竪穴系績

u式石室．横大式石室と内部主体とする30基の古墳の調査.2号墳より両刃の鋸を出士してい

る．

5.a 西谷真治 r稲元占墳群第 1期調査報告」届元古禎群禰斉団、 !"16.竪穴呆檎口式石室と墳

穴式石室を内部主体とする6基の古墳の躙査．

b 藤井浴介 r結元＆以蜘由D期調査報告J 稲元古墳群調査団 1釘6

6. IILI,ii!! 「石丸遺跡J 宗像町文化財調査報告書箋●集 19IIO 宗像町教育委員会

7. 酒井仁夫 f相原古墳群J宗鏃町文化財調査輯告書第1集 宗像町教育委員会 1979 

, .. 酒井t:夫 「久戸古墳群J宗像町文化財諷査輯告書第2集宗枷町教＊委員会 l匂9

b 酒井t:夫 r久戸古墳群IlJ宗像町文化財調査薇告書第3集宗偉町教育委員会 1980

,. 弥生時代中期航半～中頃の1'1形住居跡と古墳時代後期の竃をしつ方形住居鯵の調査・
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Ag I 周辺遺跡分布図 (2万5千分のI) '-編元古墳欝

9編元窯鰤群u鼈原支鮮 3.半田占墳霧'-'ヒ古墳群 5位ヶ谷古墳群 6.三鰈丸古墳群 7長尾遭扉
•-輌町町 9 畔遍戴 9.酉田古墳群 IO. 浦谷古墳畔 II. 朝町山添量扇 "・ 大舅古墳霧 "・ 木山纂賂群
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IO. I・ 安峙｛し●-~ 心●遺清条ヽり逍雀， fi鍋、砥,;,'JI色,,器，磁器、馬,,竹が"'"'
II. ほ・::,;,,≪ を内部'·"とする 9 ふ＂＇占瑣 t•I ヽh屯 3 ふ"調h

訟品圧窯Ill節u燒犀え群。衣患器田A型,_..,.,.とする時期"窯躊4ふの調鋭./li良'"'"'遁を
IIIHる． しIJi似貸料が"'''羊犬氏によリ報告されている）

,．
 

13. 横穴"'直を内郎""とする占頃群と弥生時代の［以居跡、"臓，,詳"躙査，貯蔵穴群をかこんで

紐橋を'""付哉する環,.. 検出している．
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l ¥" II 古墳の調査区分の名称
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m 調査の概要

浦谷占泊群"、荒堀"'を"さんで""'•''積群と,,.,かいあ・・ており、圧いにお憤な政泊・経済

的'"係をもっしのと考えられ．いくつかの点で類似する貸料を祖ている．

占れ群"・ 東ないし北へ，，びる大ヽ "'つ,,尾恨緑r.,南側斜面に慄涵40-訟mの間で分布し .. 
てし・る。各，'"'"立地から 9群に分けた．このうちD・E群と F~I群は同ー→尾根9この-.てい .' 

る．

大字朝•r字涌谷・給Mに分布する遺跡は占瑣.,,.、小石室 5 基にヽ9 ぽる．このうち未諷允古

)j¥5凪調企睛の消滅I直13基を数え、残る39品の占頃について項企を実施した，以下群ごと

に概要と述べる．

なお識倉時において丘陵尾根絲Lをプルドーザーによ・9て防火帯がつくられており．各支群

，，占れは著Lい馘蝸を受けていた．また破壊をまぬがれた占れも項丘が"とんど流失した状況

であり． トレンチ調査によっても明確なれ丘を認めることはできなか・、た。このため本報告で

は収丘に関する実測囚Ii省略した．

... 3基，，古墳の9ち2基消滅，他に小石室1基. 3 *JJt硲道より鉄準1点出土．
BIi 古J/11基．石室埋土中より鉄線19点出土．

Cfl 古禎6基、小石室4島 l・4号墳Ii処女項である。遺物は各古坑から出士し．須

忠器・土師器の土器と．武具・エ具・馬具・装身具，，鉄器があ叫特にc-s号墳に集中して
いる．

00, 占墳12基．丘陵南欄斜面と 1部尾根線上に位置し、ほぽー練Iこ並んで分布十る。内

部主体は憤大式石室で南へ閤口する。遺物は各Ii埃から須患器・土願器の土器と．武具・エ具

・装身具の鉄器を出土している．

E群 古墳3 基• I基は消滅.E-2号墳は小型竪穴式石室で本古墳群中最古の位置を占め

る。遺物はE-2号墳より鉄鰈2点、刀子1点を出上． ・

F諄 古墳5基．このうち 1基は未調査．標高80m付近の丘薩南側斜面に分布する横穴式

石室を内郎主体とする円墳である．遺物は須恵器・土細器の土器の他、鉄鎌4点刀子1点を

出土する。

G群 古墳5基.G-1号墳は朗璽的に離れているが．ここでは包括した。各古墳Ii丘陵

南f111斜面に分布する績穴式石室を内部主体とする円墳である．各古墳から"須恵器・土師器の

±器と鉄Jl3点と付属金具を出土する．

H襲 古墳1基．丘陵南闘のゆるい斜面に分布する憤穴式石室を内郎主体とする古墳であ

る.H-1·2• 7号墳は無袖．各古墳からは須恵器・土師器の士器と耳環を 1点出土する．

1騨 古墳5基．このうち 4基は未調査。丘陵頂部に分布する竪穴系横口式石室を内部主
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体とするl'lll¥で，，る （咽内より荻鎌ヽ1ふ出L

その他の遺構 IJ 詳•'•!姐R十る"'沿紺'"'袖9ヽりIJ-',,,,.,とIJ-,サ収'•I/Iiiこ窯跡が 1 基

:Ii/I'する 煙直部と焼9紀nI土'心磯9にあ，'"細は1、,,1tたF詳・ 1群,,位股すoli陵

尾恨線I,に 1 恥9 火~~か9酎,,する'"'肛Ii孜'""線 I,には此砂』駐あり. H•I 群,1,,こ

ば甕の中にそ''""鉄滓とヘンガラを人leて埋められていた，

°、

逗

？ 

匿璽瓢

Fig 3 B群より百田古墳群．木山應跡群を望む
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w 古墳群の調査

1. A群の調査
A群1士浦谷凸墳群•J•の北西部に、北へ

延びる小丘陵上の標高<Om~<3mの尾恨

線上に立地していも調虻前に 2品が破

壊されており｀調査は古墳1基と小石室

I品について実施した。消滅Lた占,Jtllこ

ついてほ、東側斜面の且1地に、 6世紀末

-,  世紀後半の遺物が見られることから

当該時期の築造が考えられる。

I) A-3号墳

A群中の最も廂の丘陵尾根線上に位置

ナる。調査時には丘陵は平担化しており、

墳丘を失って石室の石材が露出していた。

(1) 主体部 (Fig31) 

石室掘り方は長軸を東西にOJけて長さ

3m. 最大巾2mlこ掘られ、西側には墓

道が付政する。

石室は西に開nする無袖の竪穴系横ロ
症室である。天井石を失ってはいるが｀

石室の石積みの高さは、当初のものと考

えられる．玄室平面形は奥壁側の巾が憤

口側の巾より広い羽千板状で、床面の敷

石はヽ lヽ礫を使って奥壁側にやや大きめの

、/
,—. ---し

/、べ.-(―¥

( ．． 

． 

A

A
』

・'i 
石を敷いている。壁体の石f11み1ま顧石を Fis 4 A群地形測量図 I</~, , 

縦に据え、腰石から.lcli石材を3段に横積みしている．その上に天井石を架情したものと考え

られる.jilj側壁の断面形は内偏に向けてやや傾斜Lている。壁体の石積みの問には小曝を利用

して目張りをしている。粘土の使用は認められない。横口部の梱石Ii石材を慣向きに置き．福

石の上面と床面との高さは［＆冨ほどである．

閉塞部は梱石上に石室内欄の面を揃えることなく．閉塞石を2段に損積みし、梱石上面と閉

塞石の間は小礫をもって目張りしている。閉塞石の外側には1段3.2段目とも．各々 1鯛の

石材で控えている．

-•-
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れ直心,.血t,嶺"部・｀向けて傾糾している. ¥¥道止●,, 滴さは、積"部附近で梱"'ヽ 1通と

ふ ;j,1L涵さとなり、こ""'"空間1Hを埋めて,.面としたtのとぢえられる．現状"喉1ヤ1こ

kJHけ・策柄するしのであるが、 9ぷ面と反,,,,.,面と"晶さは推；i'.90~ l匹となる. ,~· 畠部

J消訳』 L面と'"審石 le端との高さ 9ま5'lmである。閉塞"を9まず Lて逍鼓を"拌するには不充う）

な空lnJと思われる, iS詐のi<無について 9士HIである，女当の大きさ 1がi'央で 190>61'•であ

•• 

'. 

る。

12) 出土遺物 (Fig74) 

g直沐面から少し浮いた状態で鉄鰈がI.e.(出：tしている．

武具<Fig74-I) 

鉄）簑 箆被"一部と茎部を欠いているが片丸造の細恨鰈であな身は平面形が三角形に近

<I<さ2m、巾 l.(mを樵）を箆被の翫面形は長方形である。現If長10.9m。

2) Jヽヽ石室 (,・;g5) 

3サれの北側"""'距離に長

軸を東国に向けており等私線と

平行している．

Ii室ば腰石のみ残..ており．

北と東側の石材を欠いている．

石材"奥壁に 1石．，両側壁に1士

2石づ.,横長に使.,ている。敷

石"小礫を全面1こ敷いてある．

石宰の平面形は中央部で約85X

忘となる。無遺物であるが．

石材は3号墳1こ類似している。

｀ 

-
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2. B群の調査
B群Iii基のみで立地している. I詐につらな

る丘陵線上にさらに 1基の古lftk想定Lたが1,在

Lなか.,た．

I) 8-1号墳

A群，，のる丘陵の頂部にあたり．慄高68mlこ立

地している。躙査時には、地形は平担化してわず

かに石材の一部が露出する趾度であった．

病丘は全て失.,ており｀地山整形面の調丘によ

る墳丘規模は明確／こできなかった．

Ill 主体部 (f;g泣）
床面の敷石と憤い部の一郎を除いて、全て石材

は抜き取られていた．石室掘り方は東西に長軸を

おき全長約4m、最大巾約2mである。石室'"石

材の抜き跡などから推定して．西向きに閲口する

竪穴系績n式石室の形態をもつものと考えられる．

小礫を使った敷石が横口郎付近を除いてはほぼ残

Fig 6 B 群地形測量図"、,~,

っており．敷石の範囲から石室の平面形を推定すると中央郎で1訟お X lllOo, となる。巾は奥

璧側が撲口部に比ぺてやや広くなる。横口部については残りが悪く、復原が難しいが、梱石は

•lヽぶりの石を 3 段に積み• 最上段は．平石を置いている。梱石上端と石室床面との高さは32<m

である。掴石と墓道との間の空間は埋めて床面をつくっていたものであろが横口部左側の石

積みは袖石を立てておらず．基部から小塊石を積みあげており、形態としては無紬である。貼

石は基追鯛に一列延びている。これらの石Illみが原状のものであるとすると、 A-3号墳と同

一石室構造をもつことになる。墓道は石室長輪よりやや左よりに主軸をおいて緩やかに石室に

向かって下向の傾斜をもっている．

石室床面敷石にはペンガラが付着しているものがあり、構築当初は石室内面にはペンガラが

塗られていたものであろう。

A-3号墳と同じような石室構造をもつものと考えられるが、石室平面形liA-3号墳より

広くなっている。石室の築造時期は.A-3号墳に近似する年代が与えられる．

(2) 出土遺物 (Fig74) 

石室内埋土中からの出土であり．鉄鏃を19点出士しているが個体数は不明．

武具 (Fi• 74-l ~19) 

鉄 1-3は身と箆被の破片である．片丸造c細慎準であり、身は三角形に近く、箆被

の爾面形は長方形である.'は斧箭式の平根鎌である．箆被の断面は方形である。
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3. C群の調査
L群"谷 iこ血して北へ""~'"陵"鼠線上に比贔差幽,,,,mで 1 列 9こ 6 出が分布している。

各記もわ室'>I●II方'"は内から幻仰J;j句である。その他の直構として．小石室が4'}頃の

北饒に2恥. 5'}坑叫頃に 2品分布 Lている. 1•41}Jflは処如nでありた．

I) C-1号墳

c屈I•妓北の慄涵<3~44mに立地する。綱虻時には坑丘9ヰ認められず．尾根繰上に等高線と

直交十るトレンチと問"て石室の位1l!を確認した。地山霞形面から1消1の規撲がわかり、石室

も処如nであることがわか”た.1'1/tは2l;J/Iのすぐ隣に位置十るが．両古墳の先後関係は確

認できなか,,た地山驚形により雛高の高い側の尾根線を．主体部をとりまくように溝が掘ら

れている．，騎巾は広いところで'"'あるが．比較的浅い掘り込みで東と西では溝は消滅Lてい

る。北側では、地山釘削リ沿とナことにより、底域を定めている。地山整形面による古墳の現

褐'6X4.Smの東西に長''"'"'形である．

Ill 主体部 CF;g 33) 

9濱掘り方は2.8x I.Smの大きさで．伍鋼では段がついて短く嘉道をつくる．

天If石,,.個の石Hを使って．奥璧側に最も大き,.ものをわたしている。天jf石の架構は片

園から順にわた Lたのではなく、 1石ごとに間をあけてやや大ぶりのものをの也その開にや

や小形の石をのせている。各天井石l'lの空間には小躁をもって目張りしている．粘土による目

張りは見られな9・・天井石をあげると石室内には％ほどの堆積土があった。 1l11ロ時における石

室内奎布のペンガラはあざやかであった．

石奎は西に開uする竪穴系横n式石室である．石室床面の平面形は奥壁製が横口側よりやや

巾の広い．羽子板状をしている。床にはヽl襄を利用した敷石が全面に敷かれている．壁体の積

み方は．奥壁巖石に最も大き•·石けを据え．阿側壁の塵石も大ぶりの石材をたてている。この

内2石は潰に長くたてている．腰石から上部はやや,1ヽ ぷりの石材を憤長に利用して2~3段に

積みあげており．石材問の空間は小礫をもって目張りしている。粘土の使用"ない．績口郎は

基庇面：こ塊石を 2列並べて甑状構造をつくっており、その上に4段に閉塞石を111み上げ．最上

段には平石をのせており．天井石と同じような積み方となっている。墓道は長さ!&aと短かい

ものである。墓道の石室1l11の段状部と天井石の墓道1l11の端郎との空間は37~Lかなく憤口部と

しての機能9が果たし得ない。このことから．形態的には憤口構造を装いながらも．実質的には

竪穴式石室としての槻能を果たしていたものと考えられる．石室中央部の床面の広さは217X 

知である．

(2) 出土遺物 (F屯74)

石室中央から奥壁よりにJJ子1点．さらに奥壁よりから鉄鑽を5点出±している。いずれも

床面遺物である．
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武具 IF,g74-l~5) 

鉄鰈 1~5は1叫翌武のも，，で片丸造の繍恨鍛である, 4・51<完"'品で身の片側には関

がやや鋭角lこ張り出し、他方には逆棘が6一のびる．箆破の断面は長方形．呈部の断ilii!>方形

である，茎部には木質を残している。 4 の全長15.l~.

工鼻 IF,g 74-6) 

刀千 鋒の一部を欠く再閲式の几ごfである。茎郎の端部は丸みをもっ．茎部断函11台形で

ある。推定全長16,0,叫

21 C-2号墳

l号墳の南飼tomの丘駿尾桟線上に立地していな調査時には墳丘が残り．墳丘中央部が落

らこんでいた．墳丘径ttlOmの円墳で、南Illの項丘はImの高さに2層1こ盛られていた．北債l

では・地山監形の下嬬と被いかくすように盛士Iiのびていた．坑丘を剥いだ後の地山整形iiiで

は径Bmの整形面があり｀南側では尾機を切るように浅い溝が最大巾 3mに掘られている。

(I} 主体部 IFig 34) 

石室掘り方は東西に長輪をとり、 4.0X 2.5mの大きさに羅られ、西11111こ墓道が付設する。

石室の天井Iii眉石を残すのみで玄室にはなく、庵1111111壁から盗掘を受けていた．石室Iれ出こ

開口する竪穴系横日式石室である。石室床面の平面形は、奥壁巾が玄r,111の巾よりも広いやや

羽子飯状である．石室中央部巾がやや膨み、少し胴張りのある平面形をしている• 壁体の構築

は奥璧の屡石に大小の 2石を使用している。左右側壁の屡石は各 4石をもって憤長に置いてい

を腰石上には腰石より,jヽ ぷりの石けを使って。護石同様に横長に使って4~5段に積みあIf

ている。天井石は失っているが．床面からの高さを約 170.,.く＇らいに推定できる．石室床面は

攪乱を受けており、前半郎のみ残って小廉が敷かれている。

袖石は左右とも，石けを縦長に鰊9ヽ その上に左右とも 3石をもって横積みし、さらに福石

9切る。玄門巾的〇。梱石"玄門問に 2段に積み上げ、上段は平石を 1板のせている。揺石下

面と梱石上面と，，高さ応~-梱石上面と床面上との段I士汲しである．楯石上にはさらに 1 石,j・

ぶりの石材がのるが、あと 1~2段積んでその上に玄室の天井石がのるものと考えられる。玄

門部閉塞9士梱石上に3石を並ぺその上に大ぶりの平石を楯石下面までたてかけてその背部を7

石をもって支えている．

繭庭部から墓道の床面は玄室に向かって下向の傾斜をもち玄門近くで2段となふ前庭郎

側壁は左右とも2列で床面から積みあげて 7段となり楯石上面より少し高くなる。左鰐壁最上

舞で1さ貼石が2列見られる。石室の構築1エ玄室．前庭部側壁とも併行して築かれており、石積

み各段の水平レベルはそろっている．石材は111!石には礫岩と花閾岩が使われ、他の壁体は花繭

岩が多く使われている。

(2} 出土遺物 (F屯74)

．＜ 

． 

'~~., 
.

，

 

-12-

三

~J 



響

•` 

W釦髯より須恵器とL師器"高杯が1点づつとム室内""'面から])I点がtll.lLて9・る．

須悪繕 (Fig66-ll 

高杯 杯虹部から脚の破片である．脚は3方の透かしがある．体部に一条の沈線が人る．

体部はヘラ削り、他"なで調整。色調は灰色．砂泣を含み、焼成ややあまい．

土鱗籍 (F;g66-2l 

高杯 杯部版から体部にかけては膨みをもって立ちJoがり、日籍郎"外反し. "端部は丸

みをもっ·"緑部付近は体郎より厚みを増していも脚部は基部から脚嬬部に向か•，て親やか

に広が9脚裾で大きく広がる。脚蟷は丸みをもつ。調蓋Ii風9ヒにより器面が荒れている．杯部

外面は横ヘラ磨き。内部からu緑部はなで調霊脚箇部は外面を縦ヘラ削り、内面は上半郎を

横ヘラ削り．下半はなで調整．脚裾はなで調整である。色調は赤鳩色．胎±は精良で燒成はや

やあまい．

武具 (Fig74-I) 

完形品で残りがよい両関のあが1、JJであを間部金具の外面の茎部Olliこは糸を巻い

ているがその用途は不明．茎部の端は丸みをもち、茎郎中央の断面形は長い台形となる．全長

Jヽ、JJ

19.7~. 

3) C-3号墳

3号墳は 2号墳の南側おmの位置の丘陵尾根線上に立地する．調丘時に9がれ丘の中央部をプ

ルドーザーが走 9ヽており、墳丘と石室の大半を失ってお,.わずかに玄門部南側で原地形を残

すのみであった。

地山整形面を掘りあげて墳丘規模をとらえることができた。地山整形での平担面の径は約8

mの円形となる。石室南側では尾根線を切るように最大巾 1.9m、深さ O.Smの溝が掘られて

,, 

｀
 

いる．

Ill 主体部 (Fig35) 
石室掘り方は長軸を東西におく3.3X 2.0mの大きさである．さらに西側に墓道が続く。

石室は破襖がひどく腰石のみとなっている。石室床面の平面形は奥壁側の巾が玄9り部巾より

広く、やや胴の張る酉へ開口する竪穴系横口式石室である，壁体の構築9士饗石を憤長に利用し

て．奥壁に 2石、側壁'"石を使い石材はほとんど同じ大きさとなる，玄l'I部は右側紬石を縦

長にたてて袖石上面が石室床面から-の高さになる。玄『jlll)50o,.欄石は 1石をもって憤長

．に置き.JJIJ石上面と床面との高さは'"'冨である．

前庭部と墓道は床面が石室へ下向する傾斜をもつ。航庭右側壁は 1列で床から積み上げて5

段となる。 1111壁の石材は,Jヽぷりである．

(2) 出士遺物 (F;g74)

丘綾を切る溝の中から須恵器1点．石室奥壁側右側壁よりの床面から刀干と鉄鐵が10点出土
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して 1ヽる。

須恵醤 IFlg66-l} 

迎 l 点のみ111.t した完形品である。頸部は直線的に開き• II籍部は小さ<s字に閲1・て

いる。 II端部は凹む。 II絃部下端は削,,出し9濯くり出しが一条めくり、張，）出しと II端郎"'"

には沈線が一条めぐる．体部は最大径が高さより大きい偏'"形をしている。体部最大径の部分

には径 l.Srn'>穿孔が一饂ある。この穿孔謳とはさむようにYトーに沈線が一粂づつめぐって1・

る."緑部外面1文ヘラによる一条の波状文、頭部には細い波状文が2ヶ所めぐっている。体部

紋大1釜部には波状文と同じ原体によって押圧文がめぐを調整は内面と体部最大径から上は横

なで調整．体部―F半は同一方向に走るハケH調整し、そのあとになで調整を行って1・ふ色調

は灰色。胎土に砂粒を含み．焼成は良好．

武具 (f;g74-1-8} 

鉄 1-4は片丸造韻恨9良である。身は三角形に近い、箆被の断面形は長方形、 1の茎

醗面形は上部が長方形．下郎は円形である。 5は身が斧形をした細根鏃である．箆被の断面

形は長方形. 6-81サ箆被と茎部跛片である。断面形の観窯から 6-7は片丸造細恨鎌、 81士

斧形細根鏃であろう。

工具 (F逗74-9・IO J 

lJ子 9 は両関のある刀，•で鋒を欠くが、推定全長13.1口呈部が全長の半分近くある．

茎部断面形はうすい台形である。 IOii刃部の 1 部で刃部般大巾 L>盲•

4) C-4号墳

3号墳からは南へ30mの位置の丘駿尾根線上に立地している．調査時にはプルドーザーによ

り削られ．断面に石材が露出していた．

すでに天井石が一郎露出しており．明箪な墳丘を認められないので．地上整形面まで掘り下

げて、天井石を出した．石室は空間を残しており、床面上にao~ほどやわらかい土が堆積して

•し

●
’
 

．ヽた．

地山整形面に表われた古墳の規模は径8mの円形で、石奎中心からは南側に広い平担面をつ

くる。南側では丘陵屋根線を切るように最大巾""讚の浅い溝が掘られている．

111 主体部 (Figお）
石室損り方は長軸を東西に向けて約3.5X 2.0mが掘られている。石室は西に開口する竪穴

系横口式石室である．天井石は3石が残っていた．本来4石をもって天井としていたものであ

る。実測図により奥壁／このる天井石が．隣りの天井石の上にのっていることから、本石室の天

井石は玄門側から順に 4石のせたものと考えられる。天井石は 3石とも 1号墳の天井石とは石

材も異なり｀大ぷりである。天井石下面と床面との高さ妬m。石室の平面形は奥壁巾が憤口側

巾より広い羽子板状をしている．

,•' I 
.•' 
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腰;;,t奥'"石.1,側''""・,,.餌競Hiを使・ベ．央喉"lfiと;;側喉"'"を除き．全
て1,r;を横長にたててしう躾id油'"晶さば小j蔭いである．咄体"'』1月みはふ材を縦および

横"に使・て1月みあげ.@'111路ば横"部・ヽ ,,,,か・・て"'''して9、る，積み"'"'には小続を使

．てII張りかされて,,る 帖J,,;f史mは比められない. <Simは小繰を L., て敷きつ，，，られてい

る. ""'勺""''石を含めて全品にペンガ •,1,噸..されている 情"郎It両袖式で、 Id釘；の
. ''""''面と大"石ド面と""'ヽ高さに、 j,袖らでは ½'1高さ；こなる．袖""'印口、 1fflイ』は 2

段にIAみ． ド段には・-≪<使い"段は5石をもってつくられている，梱石上面と床面との段は

●
'
 

’・

｀ 

おmである，

蔚J庭部と糾道""油"横"部・ヽ向か・ベ下向する傾斜をしつ。前庭郎側壁は1列で、床面か

ら積みlclfてし，る，

12) 出土遣物,Fig 74) 

,;-.;;,, 面に；文奥競を頭として 2体の人付カ・出.cした，この人＇けの殺部の位既と債 l境'"のw面
から6点"荻維が出Kしている．人骨については後述する．

武具<Flg74-1~6) 

鉄鰈 いずれも同ー型式に属するもので残/i状況ばよい両丸造二段腸／たの広恨鰈である．

,, さは全体に薄手のつくりである。身の9出.. 部分の2段を特徴としている。箆被の中途から大

きく広がる細身の逆棘が一本でている，箆波の断面は長方形、孟部の断面は円形である. 2の

全長>'13.6<竃．

51 C-5号墳
5'}坑は4号墳から南へ20mのところに位置し、丘陵尾根線上につくられている。調企時に

11、プ，レドーザーでおされており坑丘を失..ていた．十でに盗掘を受けており、盗掘は2号墳

と同様に右側壁から行なわれていた.J/1丘は西側玄門付近に一部残ヽJていた。調査は地山整形

面を出すことと石室内の掘り方を同時に行った．地山整形面で，，古墳の現状は長径!Omの大き

さで、南側の丘駿尾恨線を切るように巾 3,0n,の溝が掘られている．

Ill 主体部 (F屯37)

石室掘り方は、長輪を東西に近くとり3.8X 2.8mの広さに掘られ、さらに西側に墓道がつ

，，<, 石室の平面形は中央部の巾が最大となり胴の膨んだ形の竪穴系横口式石室である．壁体

の構1文腰石に大ぶりの石材を横長に使っており｀奥壁に 2石・"側壁6石、左側壁に5石を

配置Lている。腰石上面は3面とも摘っている．腰石から上は石材を横長に使って積んでおり、

且路は水平に走る。積み石11111こは小礫を使って目張りがされている。

立門部は石材を縦長に使って袖石としている。床面から禎石上面までの高さは．床面から攘

石下面の高さの½となっている。袖石上には左右とも石Iオを横長に使って 3段石積みしており、

その上に櫂石がのる。福石の上にはさらに小ぷりの石が 2 石のっており• この上に天井石がの

-15-

~-' 



るものと思われる．石室の高さ''°"'くもいである．玄fllHおK富．槻石1文言立門間に2段禎み

しており、上段'"石を平積みしている。閉塞部は2枚,,板石を2段積みにしており. 2石の

眉Iの空間を小纏でll哉りしている．

前庭部とg送床面"立門部に向けて下向するゆるい傾斜となっている．前庭郎側壁'"ダ）で

休面から積み上げている．

12) 出土遣物<Fig 66, F, ● 75) 

JV区溝の中から少し浮いた状態で杯

を主体とする一群の上器が出土し.m
区濤からは甕が溝中央の凹みに埋まっ

ていた。 l~ll区の項裾からは須慈器

が出土した．積丘上の I区には杯が5

点出上し、墓道からは2点出土した。

鉄器は玄室奥壁側の環土中と玄1'1側の

床面から馬具を始めと十る遺物があり

閉塞石の間からも隅具が出土した．

須患醤 (F,g 邸ー•~蕊．

Fig 67-26~40) 

杯蓋 (Fig銃ー4~16) 出±

地点は溝、墳丘上、嘉道の3,所にわ

かれる．彫態差から 3つに分類できる．

l 類は 4~12•16が相当する。口径は

[3.0o,~14.Sm, 161ま11.<mと小さい, Fig 8 C-5号墳土器出土分布図IU匹 9

器高は3.8m~  5.2o, である。天井部

は器形のゆがみを考え合せるとやや平担化しており、天井部と体部との境は明諌で小さく段が ・・1 
つく．段の張り出しには鋭いものと丸みをもつものとがある。体部はやや開き気味に直棘的に ； 
下方へのびる。口蟷部は丸く、内膊には段がつく。天井部の½Iこヘラ削り。その他は横なで調 ,, 

整を施Lている..の天井部内面には同心円文が見られる．色調"灰色～灰黒色。胎土に砂粒

を多く含ふ焼成は良好. 4は体部が 2ふコと高く天井部と体部との境も鋭く．また口嬌部の

つくりも鋭く、 1顕とした中でもやや古く位置づけられる。

n 類はl3•15が相当する。 13は天井部がやや平祖となり、天井部と体部との境は沈線で分け

られる。体部はやや開き気昧に下方に引き出される。口端部はやや尖り気味となり内側に段が

つく．体部高lil.75<露と 1類より低くなり．口径13.4<讀は 1類よりやや9卜さくなる。天井部の

½強にヘラ削り• その饂は横なで調整．色諷は青灰色．胎土に砂粒を多く含み、燒成は良好．

••• ••• 
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lli煩，こ心IH・hl・りする "'""・''綱，為んふ紅冨を測る 人"祁11やや丸みをし'・・""部

鳴郎豆戊はイ、9り1位とな. f碩；；,1引き及味9こ"'"'し、"端部"やや火，」気味となり、内傭

に，墳9・段炉,;,,:It郎,,,嘩 9こ..,.,,,,. 胎 leこ紗粒を多く含み，焼成は良叶

杯身 tFig面-L7~c~. Fis釘ー26~:lO) l-1鉗似・追加む為、如,.,,.知［から出）：

している el()は仄集遺物であるため，ここでの分類から餘外する."・'・'"逍物は3類に分けら

れる. I ijは11-,0かIii ビける• ""11.5-12ふ 器必 4.9-5.5~、受部．立,,あがり嘉 I

.,-,.! ぷを測夕受部立らあがり；i内傾"""線的である. II端部""''"'こ段がつく，受部
"上凪H 祖で，端部は横へ,;,き出される．体部の膨みは大きく、底郎"ややギ担（ヒしている．

底部％にへ予●,, り、他は横なで埠整を施Lて,.ふ'°"'峰部内面には'"'心'"文と思われる航躊

がある色調"灰色，胎1'に砂粒を多く含み，娩成Ii良,1.
u類には21-おかltl';する. "径11.6-13.匹．器高3.85-5.(k鵡，受部立ちあがりalil.25

- ..... を測る。し・ずれも濤内か.-,,り上Lてt、も受郎立ちあがり"内傾して“線的に上方へ

'>U'る・"端部"丸みをもち，段はつかない．立ちあがり凸は（類より低くなも受部の上面

は＊担で．端郎"横へ•)(き出される｀体部は 1 類に比べて膨みが小さく受部立ちあが,, と体

部内面と""'"イ、明貌である．底部は丸くな.,ている．賎部11iv,屁囲にヘラ削9、その他は

憤なで議整．色調ば炊色～＂灰色，胎 ,tに砂泣を多く含み、焼成は良妍

lli郷'"'""と堪頑'""の遺物が相当十る．埠~2111ill/,U.l>--13.0c霞，器訟,_,,_4.&叫

受部立らあがり高 L.2-l. 和咋測る。受部立ちあがりは内傾して外反しながら上方へのびる．

"端部:Hり気味である，受部と立らあがりの視'"溝l諒となる。体郎,,ゆるやかに膨み受

部立ちあがりと体部内面の投"絹（殷である．駈部は中央部付近が平たくなる。底部約知こヘラ

削り、その他は横なで調整を施している，色綱"灰色，胎上"砂位を含み、焼成11良好．

高杯 (Fig67-31) 溝の杯群とともに出士した完形品である。器高10.5a,を測る．杯

部の体部は短く外反する.u端部は尖る，杯底部は浅い。脚部は筒部が繍く全体としては長い。

裾部は小さくラッバ状に開き，端部は段がつく．杯底部に藤による列点文がめぐる。器面"慣

なで調整．脚筒部に3本，，，ヘラ記号が描かれている．色調"灰黒色，胎士に砂拉を含み．焼成

は良好．

Ii! (Fig67-32•33) 溝内出±のIJ頭郎破片である,32は"給部が厖線的に開き｀ロ

端部は丸く．内側に沈線が入る."粒下には小さな説,.段がつく・"縁部と頚部に波状文があ

ふ色調I士i'IS<色．胎土．焼成とも良好,3311短く立ちあがるU縁部に段がついて、端部はや

や外飼T方に"き出される.u緑下には弱い段がつく。頸部には波状文がある。色調は暗灰色．
胎土．焼成とも良好．内面に自然軸が見られる．

毎哨痒葦 (Fig67-34• お） 341W径ll.Sa,.天井部は平担化して．天井部と体部と

の殷IH明鰊である．体部は短く．やや直線的となる. "端部の内側には段がつく．天井部
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を板による小いなで調整をしている。色遇Ii灰..色胎上、焼成とし良•f.J5C341i<様"器形をす

るが、 II端部内饒の段IH蒻I貌となる. k井部はへ •M, を行なべいる．色幽'""色胎 K

焼9』しとも良妬

知頚壺 (Figb7-36・37 I i鼻内HI上である,.,,短く直U十が9籍部の端部は丸い．

体部は肩が張り、蚊大径Ii中位から上にくる・"'部,,,.姐1ヒLている．体郎上半はカキ"潟整．
体部.,半lむヘラ●,,,, を行な，＇ている。色瀾""'色．胎土．焼成とし良好．

提瓶 (F屯 67-38• 39) 2点とも北側れ裾出土である.38[1外反して立ちあがる頭部

に続く"絃部は外側に段がつく．体部は弱い膨みをもち．体部蚊大径は中位よりl'i部調にく

る。体部上面はカキ目調整後になで遇整を,SLている.Iぶ部下面11カ社1調整を残している．

色調Ii灰想色．胎土、焼成とし良好．体部下i!iilこヘラ記号をしつ.39は小形＂完形品である．

小さく外反する頚部に続く"緑部の外側に段がつく・体部上下画の膨み1え弱い。体郎はカキ

目調整を施している．色調1さ灰色．胎土、焼成とも良好．

甕 (Fig67-40 l 濤内床面出土の完形品である．器函印・'"を測る． 頭部は短く外

し・̀ 

反して立らあがる.u緑部は内憫が1!!lみ. "端部外側に巾 1.』口の面をつくる．体部は肩が，，，
し張り．紋大径は中位より上にくる.IA部を欠くがやや尖り気味の丸底であろう．頭部はカキ

目調整後横9ょで調整｀｛本部は格千·• ククキの後に、体部上半を原体巾,~のカキ目を歎口おき

にめぐらす。体部中位は棒状工具1こよる沈線が数_,叫闊1こめぐる.u縁部内面1ょ損なで調整．

体部内面は同心円文が全面に見られる。色調は灰色胎土に砂位を含み．焼成良妍

±顆繕 (Fig67-41 ~43) 

脚付柑'"・42) 41は溝内出土の完形品であも器高11.wを濶る."諏部はやや直線

的に外開し．端部はやや尖9気味である．体部は球形に近い膨みをもっ．脚郎の筒部は直線

的に外開し、裾ば屈曲して開き、裾端部は丸い。均部の器面は横方向のヘラ磨きを行ない脚部

は縦ヘラ磨き、裾部は横なで凜整．脚部内面"憤ヘラ削りを施している．色調は赤蝸色．胎士

に砂粒を含み、焼成良好. •i 
鉢 (43) 小形の完形品であるが｀風化のため器面1ま荒れている．体部は直線的に開き．

ロ縁部は小さく開く．端部は丸い．底部は平底である。色綱1之赤褐色胎土'"楕良で焼成はあ ， 
まい．

武具 (Fig76一1~37J 

鉄鰈 {[~33) 1-認の鉄鏃は蔽片も含めて同一型式のものと考えられる．片丸造の綱

根鎌である．身の両鋼から逆棘が約•~ほどのびる。箆被の長さは破片から推定すると,~以

上はあるものと思われる。箆被．茎部の断面は長方影である．茎部には木質が付着し．その上

を桜の皮で巻いている.33の身は不定形で右鱒面の屈曲部と右鋼頭部に刃がくる。箆被の断面

は長方形である．
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）」装 fl,~, 戦角製である ,1,2鴫"・・'"さ 1.6

ぼを測る. loll! 庫はされ9、iこ血取り,,,てし、ム 1Yr出文

様は、 1部に小さく追絵謝侑文払そ,,,側には迪絞鋸

伯H・1、連粕,,並びに人るも＂＇ど息''"る k,oにヘン

ガラv冴ぅ布を見る．

鉄..(35) ;; 室1,001咽際出""''形品であか帷

定全k24.""を測る、袋部,,断曲はl'l形・""ヽ ,,ほどに

断面隅丸方彫,,稜が人,,.nに近くなると断面ば正力形
となる 袋部の界さ,.. 

JJ (36• 37l いずれも,0:J)で1,1ー鮨1本と恩われる．

り部蚊;;i,2.&宣、背部厚さ Ll<mを測る．

工具 (Fig75l 

• 

｀ 

Fig 9 

C-5り1/l鉄器出,t状況" .• 

)1子 (38-41) , ずれし破片であり.2閥体分と考えられる,411れ叫閑大の関部は,,,じ

部位に（ふ金具"破Jヤと着装していた．

鳥具 (Fig75-42~53, fig 16-5<~59 l 

鞍金具 (Fig75-42-52) 42は留釘の一藉と考えられる、先端部はL字形9こ曲がる．

身り浙直"円形、この部分に糸がまかれて9、る,43-52<1・;, 測H 配りしのも含めて訟偵,.出-"

する 按"鋲金具と思われる• 平面形"方形の一面が膨んでいる， .Fか"'のように芯が1

口ほどのび．頭部と平行するように鉄を残している，この間に"*質が残存している．頭"や

ゃ舷みをもっ． ぶはこの頭部より出ないが．阪片の中には頭部から出るものが見られる．頭

部には金箔を筐いている。

鉄環 (Fig75-53 l 径 5.4m"円形で断面は長方形となる。

杏聴 (Fig76-54~56 l 左七潤壁際出土の完形品である。繍かい違いはあるが同一型

式のものである．鉄地金銅張の偏円剣菱形杏葉と呼ばれるもので邸の推定全長13.9m,儡円部
註9

最大巾 6.2m,刻菱部の最大巾 6.7~を測る．同型式の遺物は津屋崎町の勝浦100頃の餓方部

にある竪穴系横い式石室内から出土Lている．

馬鈴 (Fig76-57) 玄I"!曲目奉心の問から11l土した破片である。推定径'・""の円形

であるが上郎の清造は不明である。表面は径I.氏口の円形の浮文と一列の刻目が見られる。こ.. 
．の権の馬鈴は53の遺物と同じようなものが朝鮮半島の高霊郡池山i紐号積，，四号石暉芍から出

±している。この石樽内の共伴の遣物は木心地の輪鐙であ,.遺物の共伴関係は勝浦10号墳Iこ

似ているといえる．

鐙 lFig76-58•59 l 右側壁際11¥十，，一対である.581i完形品であり全長24.So,,最

大'"'"・'"'を測る。沓込の部分は2条となる。沓込上面には滑り止めの突起があると思われる

-19-

l 
! 

" "~' 

l 



が銹のたが,,らかにでさなし•,

'"・ '""飩＇新原・奴 ////,lft群 9伽岡県文化"''"渾；'・"第5'集価凶県敦料益"会 1町？

,. I/'容坑 9人伽間i』11t発訓調●報：出尉高馘郡 l釘9

6) C-6号墳

6Jl, 墳は C 群•('蚊高位リA届恨線«i部に立地する．逍が時に"· ア H 千'""'休．息地点と

なっていたところであり．整追されて坑丘と失,,ていた。このため地'"整形とMi<掘9方む讚

社を併行して実厖した。

(I) 主体部 (Fig38 l 

b室掘り""長袖を東西に近くと'),2.8 X 2.5m-"広さに掘られ、凸側にはg道か掘9こ

まれている，玄室平血形は長方形から玄l"J部側,(Iが少Lせまくなる竪穴系墳/./式石室である．

玄奎の壁体は大ぶりの石けを腰石としており、腰石上には塊石を横積みしている。"""''はヽlヽ

礫を使・、た H 弘りがある。 I~面は荒らされているが小礫が敷かれている．立l''l"両袖とな,.

袖石間には最F部に平石を11!いて梱石となる．玄!'!部禎面の構造"貼る構造となり、左側壁は

4列.5段に小塊石が積まれている前底部前面には畠道がH設十る玄室沐面とg道＂’床面は

同じ高さであるが・-"'!部地山整形後に袖石'"'こ梱石を一石を置いた"らに梱石上に 2段の平

石をのせて、 3段B の石材の上面まで地山を埋めて、地山カ・ •,51k.の高さのところを込道床面

として整地Lている。,.塞は阪石2枚を使って玄室側に倒れかけるように塞いでいる。

12) 出土遺物 (F;g74 J 

玄室床面より鉄躁を 1点出土している．

武具 (F;g74-l)

鉄業 茎部を欠くが片丸造の細根線である。身の片側には逆；；がつくり出されている．箆

被の断i!iiは長方形である。

7) 小石室 (F;g10. F;g 11) 

4号墳の北側に 2基. 5号項の北側に 2基の小石室がつくられている。

(II l号,J"fi室 (Fig10 l 

5号墳の北側墳丘外に位霞している。調査時にはすでに上郎楕造は失っていた．主軸を東西

に向,,てl.98Xl.10mの墓絋が掘られている。

石室床面は南側が膨み、石室巾は東側が広くなっておリ・東側に頭部がくるものと考えら

れる。石室平i!ii形1が中央部で96X43'霞。壁体は厚みのある石材をつかって奥壁に 1石、左右璧

に4石をつかっている。腰石から上にi,2-3段の石積みがある．天井石はすでに失われてい

る。石室床面は小礫が全面に敷かれている。石室床面積 0.4叫床面の標高59,15m. 

(2) 2号小石室 (F;g10) 

． 

ー：`し

•! 

， 
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Fig 10 -・ C群 1号・ 2号,,ヽ 石室実測図,.,,.
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1号ヽJ泊室,:,.Jtllllに仕,!JIし、

調査峙には石宝上半と失ってい

た．主軸を戴配こ向,tている．

石室平面形は長方形で、中央郎

の大きさはllOx38o, である．

崖 IかJ心壁に 1石と 2石、両

鋼壁は 4石づつ縦積みしている．

願石より上には石材を損積みし

ている．床面には,,囁が敷かれ

ている．石室床面積0.42ふ床

面標高58.55m, 

{3) 3号小石室 (Figlll 

4号墳の北側墳丘外に位置し

ている。 2石のみ残しており全

体の規模は不明．墓砿は1.2X 

1.0 mの大きさで．石奎平面形

は石材の抜けあとから方形に近

いものと考えられる．石材は厚

みのある石を使い．縦長と憤長

に立てている。石室平面形.,推

定心口方形．床面1文推定 0.2.,/,

床面榛57m.

{4) 4号小石室 CF屯lll

3号ヽ l屯室の東傭1こ並ぶよう

に位置する。諷査中の発見であ

り、願石のみ残している．主軸

を東西に置き．石室の平面形1よ

1号小石室に似ている．石材は

厚手のものを使いヽトロ璧に 1石

髯璧に2~3石を置いている．

“― 

I 
3 号"'~宣‘ 

•、•` 
に
に
｀

' 
立

ーご攣 。

I 

色房竺じ—
I 111111』 ~ 
鼻号小石童

冒`
匹霞●

Figll C群3号・ 4号小石室実洞図 (1/301
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4. D群の調査
""・，.,,,alからなる,,群；1. c-tiサ,,,.,i,Jr,す・Ollfllill部,,ら東へ9心が,.,,,陵,,とその
約側"・-;;斜面に分缶 Lている 調紅.,,こ'"""を；9とんと尖，てし・る状態で．わずかに伝室"

＂けか露 U!Lていることから数恥ゥ，ヽ ，'alを維ば,.. こ 潤"ヽ.,世む •1•で、地,1,掘"方の中に深く

亮かれている｛洩が次々と視,,,,.渕"'冬（昨：こ；, . .,,.,,, 数えた （咽は全て南に1句げて間

11 Lて1・る 各/,1/tl±i'・d雌算""'"山1111で、.,ぽ ·•J.こ,;;;cてし・る，

I) D-1号墳

D群,,,.塙（砂fr陵輝1急斜面に位閥する 逍た時'"文，＼瑣のすぐ北飼が平担面となってお

り畑として使用されていた、 (i叩紐紅咽必出していたが、安全のためにはずLて調いを

進めた. 3本のトレン9調虻により北側にa1r,を一部認めた，•''"'は径6~7mの円れであり、
古瑣の北側9こは．蚊大1~2m山馬節形溝が確認でさた

Ill 主体部 (Fig39} 

石室拙り方は.''"'"位Jliが急斜面とな・9ている二とから.'直構築のためか固地面積を広

くとるために．北側掘 1） 方でば約2m;こ遠する深さとなろ．

石室9石室前半部からふ道にかけて Ill褐している，南に開IIするり這'"'負穴犬6室で．梱石

を2,所もっ。石室平面形は長h形であるが、・(iけによる制約のためカ・東南隅ではゆがんでい

る。土室"竪体は麗石に大ぶりで糾みのある石を使って奥屯2石、左右壁3石を立てている。

抽石のJ,面Ii玄室の石積みの2段且""面と水平になる、玄室J清塁石から""、石Mを横積み

して. "路は袖石側にやや下固するよ.,,こ述を

麟部は残りが悪い，棚石は立1町m,と麟郎<J• ほどの 2' 所に各々 2 石を使ヽ•てつくられて

いる．閉塞は第2梱石上で行なわれ、塊石を利用Lて,.,,I! 道""室の立地と9●"方向から

すると．ほとんどつかない

ものと思われる．玄室／柏面

"荒らされているが．当初

は小礫を使.,た敷石があっ

たものであろう。石室の石

材はほとんど花閾岩が使わ

れて9、る。

121 出土遺物(f;g68 
Fig 77) 

羨部第2梱石内1111こ須

恵器.Bトレンチ内から須

恵器．玄室内埋土中より鉄 Ag12 D-1号墳躙査前
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器1',H出Lする．

須患醤 1Fig 68~'4-45 > 

杯道.. "径,.知✓>,J ・彫 9りものである. ""部"やや・J浄1化Lている. ""部と体郎と

，，視はMl貌で11秘"'ょ短く外力に広がる，"端部は丸みをtっ.""郎'"'整J;向のへ9削

り後なで調整．他'"ょで調整を施Lている．色調はセヒア色.,台上に砂粒を含み．焼成"やや

あまし'•

長頚壺姻 ，l珀部を欠いていると体部駄大1至で屈曲する．体部le半はやや膨みをも・ペ競i
部へ向かう。頚部よりと最大径近くには2条の捧状工具による沈緯が施されている．体郎下半

もやや膨みをもって庭部に至る．斑部は低し・高台がつき端郎は外方へ引き出される，｛本部上半

はカキ目調整．体郎下半にはへう削リ後なで調整．体部内面と旺部はなで調整．色調は哨灰色

胎士に砂拉を含み．焼成は良好．

武具 (FigTT-1-15) 

鉄 (1-12) 1• 4-811いずれも箆餃と峯部の妓片であるが．細根準と思われるが

1については巾も広""で平根形式か, 211身が斧箭式の平恨鏃であろう， 3.'""の平面

形が変形,,菱形をする平恨鏃である．身の断面は両丸造で茎部は紅＜断面は長方形である。

lO•llは身の中央部に透かしのはいる平恨誼であり．他の鏃に比べて大形である．身の断函it

両丸造であな 12は巽形の広恨鰈で身の先蟷側に両刃の断面がつく．箆岐の断iiiはやや長台形

をしている．

刀 (13~151

長台形となる．

131ま鋒のみで"部最大巾 2.9'皿ある.14・151よ茎郎の郎分であり断血形1士

工具 (F屯77-16)

刀子 刃部片で鋒がない、刃部は1!!ぎ減りと思われ.,.みがある．

2) D-2号墳

D-1号墳から東へ20mヽ9丘陵南側急斜面に位置する。鵡査時には石材が散在する程度であ

った。 トレンチ調査により径8mの円墳であることを醸認したが、墳丘は流失Lていた。北鯛

斜面には地山整形の馬蹄形溝がつくられている．

111 内部主体 (Flg40 J 
石室掘り方は長軸が等高線と直交するように掘られ．深さは石室がす.,.,,,..,てしきぅ．

石室は南に開口十る単室の横穴式石室である．石室平面形は右lJII壁側が延びて歪んでいる。

玄室璧体は顧石に大ぶりの石材を檎長に使って、奥璧に3石。左右璧に3石をたてている．慶

石から上の石積み"石材を横長に使っており．石材の目路"水平にとおる．

玄室床面の消掃中に骨片を認めた。床面の敷石は小襲とやや大きめの平石を利用Lている．

玄1'1部は両袖式で．袖石閏＂梱石は 3石を一列に置いている。羨道部の順石"玄室と同じ大
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さ,,.,,;を仙って9ヽる 必込部に,.,,,j,ウ梱し構造をし知 1•ilHli/nJb床にい躁か散がれ

：しる 第 2 梱 fih••·ぷ＼直恨1,広小さな段がつく．閉葛1第2梱石Jcで行なわれ｀塊6を5段1ft

みしている ,;i,, こ"'と励tlH体として、礫店、砂乳如1,岩、 tllヒ木がIii!>,れている．
(2) 出土逍物 (F;g68 、ド'•n > 
""内"''似'"際でキ粒3点杯1点をIIIH,j; 餌屹よりには投珀壺9嗚れていた。中央

部近くの"l'iliは動いている，掘り方北側の島蹄形溝から1よ論と甕,,跛片が出上．以L8点，ま頑

彪描である 鉄器'"ぷ塞内より刀ど 7)・(・各1点と紀且部にlll点と）J装具2点が出±している．

須恵暢 (Fig68-46~53 l 

杯身 (46) 底部は平担でヘラ＂ ，1りが見られる。体部は膨みをも・ベ立らあがる。μ絃郎

"直ヽ，すく立ってu端部はやや尖り気味。底部には内側に段のついた高台がつき．端部は外下

方へ引き出される。器面はなで逍整が施されている。色凋は黒色。細砂粒含み、焼成Ii良好．

長Ht壺 (47) 完形品である."頭部は傾いている。頭部は細身で、少し開きながら立ら

あがる・"端郎恥で強く外反し、端部は丸みをもつ。頭部には1戊形時のI!!/凸がそのまま残っ

ている。体部は上・ 下半ともやや膨みをもっており．体部鮫大径での屈曲は鋭くなく、やや丸

みをもつ。底部は平底で、低い高台がつき．端部は外方へ引き出される。高台近くではヘラ削

り｀その他はなで調整である．色調は暗灰色組砂粒と含み｀焼成"良好．

平瓶 (48-51) 481i小形品であり体部最大径に比べて高さが低い"頭部は小さく開き

ながら短く立ちあがる．口端部は丸みをもつ。体部は扁平で、底部は平底である．器函はなで・

調整を施している．色調は暗セピア色，細砂泣を含み．焼成"良好。位は安定感のある完形品

である。頚部の立ちあがりは外反し、口端部はコの字形となり、端部中央は凹む。体部は最大

径部分で少し張りが強くなる。体部上半が下半より膨みが大きい。底部は平底でやや上げ底気

昧である。体部下半はヘラ削り後なで調整．体部上半はカキ目調整、その饂はなで調整を施し

ている。色調"暗灰色。細砂粒を含み．焼成"良好.soはやや薄手の感じを与える完形品であ
る。頚部は中途で膨み."縁部は直線的に外開する。口端部は丸い．体部は最大径が中位より

上で、やや角張る。体部上・下半とも膨みをもつ。底部は平底である。体部下半と底部は不整

方向のヘラ削り後なで調整．その他はなで調整を施している．色調はセビア色。細砂粒を含み｀

焼成はややあまい,511士頚部がほぽ直線的に外開して口縁部に至る．口端部はやや尖り気味で

ある．体部最大径は中位よりやや上にあるが，あまり角張らない、底部はやや上げ底気味の平

底である。体部下半の底部よりはヘラ削り、体部上半から下半の一部にはカキ目調整が施され

ていな色調は暗灰色．胎土に編砂粒を含み、焼成は良好である．

蓋 (52) 蓋と思われるが明醸でない。薄い器壁で．やや膨みをもった体部は外開しなが

ら口縁部に続く.u端部はやや尖り気味である。天井部は平担化している。天井部に11lいヘラ

削り、他はなで調整を施している。色調1よ暗灰色。胎土"砂粒を含み｀焼成はややあまい．
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甕 (53) 小破Jtであるが."瑣,111よ●iく外反l、II端部"丸い 111●杓9段いかヽ

器面"格 fU•タ..内面,m心l'I文カ・兄うれる 色週は哨灰色．胎 w良で、焼•h 良.,.

武具<Fig TT-l·2• 4• 5) 

JJ l • , は 4·5 に伴うものと息われ~,,.. である w推定全J;,&~の小形の]]であ

ふ ll憫式の>J部蚊k1hは,.,,冨・"郎"''さは5aである；；； fflll>htk• 似.2~で、断血形

は長台形となる. ""推定．全長'°・""""である，全体"形はやや内反気味である 2

工具 (FiK77-3)

]Ff 鋒と名部の一部を欠(. ••ii· 式で背部の111,1,カ大きい. "部駁大'"1.5年
3) D-3号墳

0-2サ1/1から東へ約15,nの丘阪南側斜面た位馘している，調丘時には封士をすぺて流失し

ていた，爪丘は流失しているが．斜面の北測に"石主をとりまくように馬蹄形i毒か•t 大'" l.8 

mにつくられている，このことよ＇)推定,_,,,,,, 円坑と恩われる。

Ill 内部主体 (Fig4Jl 

石窒掘り方は長軸を南北にとり等涵綿と虹交するように掘られている'ii室は南9こ開IIする

単室の潰穴式石室である。疾道の一部と氏道"失.,ているが．立地から拷えあわせると'Lと

もと紅道は付設されてないものと思われる。玄室の平函形は正方形で、隧石には奥撻に 2石、

左右監にそれぞれ3石と 2石を使-,ているコ腰石から上の石積みはll路が没道に向かヮて下向

する積み方となっており、積み方はD-1・2引瑣1こ比べると祖さがU立つ，玄l"l部は再袖で．

袖石上には2段の石積みを行い．その上に掬石がのせられている。 1●石.,面と地山の高さは75

ロである．羨道部は一郎崩れているが、屡石には横あるいは縦長と不摘いな石禎みのL方であ

る．羨道部閉塞は111J石前OOから叩口の位置から始まり、妓下部に駄終追舜以飢の閉塞石を使い、

その上に小礫とヽIヽぷりの塊石を使って3段1こ積んでいる。石窒床OOIま荒らされているが、当初

全面に小礫が敷かれていたものと思われる。石けは礫岩を主体にして花閾岩• 砂岩・桂化木が

使われている，

．．
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i21 lll± 遺物（四 68. f;g 77) 

}.,<埋le中より鉄)¥・JI..<., ... 湛破）はi餓峙""面"悧れた払態で牙池器HUした．

須恵譜 (F;g68) 

晶杯 (55) Iば由U¥th完形、らである｀即9体部と庇郎と,,堆は9暉 1して．墳IIは断面三

角形に小さく横1こりlき/11される← 体部：""'線的に外1用し．↓1絃銀"やや内湾気味となり、 II端

部は知9拭味である、 脚部は短く．裾へ向けて大きく 9 ッヽ ・状にI●き、脚端部に"小さな段

がつく．＂虹部はヘラ削＇）、その他"なで調整を施している．色躙は黒色．胎；とに砂位を含み

焼成良If,

k珀壺心;) "珀部破片であるし頭部は1ゑぽ直棒的に外間して1遠東部になる.,_, 漏部は

,,, 字形で．外端1よ横に引き出される。"'東部―Fには l条の沈線がめぐる。内外面ともなで調

繁．内OOの一部に焼成時の灰を被ー」た器OO剥難が見られる．色諷1文黒色．胎士9こ紗拉を多く含

み．焼成Ii良If,

武具 (flg77-lヽ 3)

n lltJ)の関部分と思われる．片間で}]部最大巾 2ふ~- 2もlと同様と思われるが、

茎部が短く明羅1こできない."部絨大巾,....。 3 は 1•2 のJ]に付属する金具である。平

oo形は..形をするものと思われな断面は丸みのある方形で．内111には木質を残している．

4) D-4号墳

D-3号れの東へ'""'の位置にあな調企時にはプルドーザーによって積丘及び石室の大半

を破壊されていた．墳丘の大きさ9むド明である．

II) 内部主体 (F;g42) 

石室掘り方は長軸を南北にとり、等高線と直交するように掘られている。石室は南に開口す

る単室の積穴式石室である。調査時には腰石の一部を残すのみの状態であり、詳細を知るには

至らないが、玄室の平面形はT字形と考えられる．腰石には花箇岩を使って横長にたてており．

奥堕に2石饒1壁に2石を配置する。床面の敷石は奥壁側にやや大きめの平石を使い、玄1'1部

Illではヽ 1-1藁を敷いていろ．石室の南側には墓道を付設する．

12) 出土遺物 (F屯77)

石室の床面から鉄鏃・刀子・銀環を出士している．

武具 (F;g77-l~4l

鉄鏃 1は身が斧形に近い片丸造の平根鏃である。箆歓の断面形は長方形、 2は箆被の一

部で斯面形は 1 より厚手の長方形、身の形状は不明、 3•4 は身の断面が平造の斧箭式平恨鏃

である• lに比べると身巾は広く｀頭部は再刃である。 3の茎部には装着痕を残している。 3

の現存長は 9.公である．

工具 (F;g77-S)
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}』・子 ,. 艮I式9り析謡のOOか鋒に近く．茎部"断血形"わ形.I困部に金具を拍曾している．

現r,長 7.7m,
頓身具 (,;g77-6)

耳環 坦径 3.1~を剃る。残I,状池"悪く、新血はH形で約7ー"'径である，銀製であろ

ぅ．

5) D-5号墳

D-41}項"'"'東側の丘陵9飢扇斜面に位饂する。誠企峙には上体郎""とんどを削られ．

わずかに奥岐と側壁の一郎を残していな地山整彫面での規桟Ii径4mを測る．

111 主体部 (F;g心）
石室謡り方は等高線に直父するように長軸をとっている。石室"南に関Uする9胆良"讃穴式

石室である• おそらく無油形式のものと考えられる、石奎平面形は臭殻1こ'"を便う。沐面に

ぱ小礫が敷かれている．石Iオには安山岩質とり9化＊が使われている。

{2) 出土遺物 (Fig68、Fぼ78l 

1区よ ，J須恵器が1点、；；室夷陸よりの床面より耳環を出士している．

須裏醤(....邸ー57)

杯身 全体に薄手のつくりで、受部立ちあがり"直繰的に内傾して．蝠部は尖る、受部は

短く嶺1こ引き出され．端部は丸い．受部内側.., 本部との崚が,,,曲十る．体郎は膨みをもっ．

底 1よやや平担化していを調整Ii体部をヘラ削,.底部は不腔方向のヘラ削り、受部"憤な

で調整。内面，，底はヘラ状工具によるなでを施していな色調"灰色．砂粒を多く含み、焼成

は良好．

葦身具 (Fig78-1)

耳環 径'・"軍の円形状である。断面,.円形で岸さ,_,_を覆Iる．鋼を地に金箔を置いた

ものと思われるが、残存,.悪い。

6) D-6号墳

D-5号墳から東へ中心距離にして 6mの丘陵南11J斜面に位置ナる。調査時には墳丘を失っ

ており地山整形面での規摸はS~7mの不整円形の形状である． トレンチ調査により.D-5 

号に先行することがわかった，

{I) 主体部(''• 43) 

石室掘り方は長軸を南北にとり、等高線と直交するように掘られており、墓道を付設してい

る。石室は南；」開口する単まの憤,;.,t心室である．玄室平面形は東北でゆがみがあるが、ほぽ

T字形となる。玄室石材は花嗣岩を主体とする面取りの悪いもので、 D群中最も租雑な感を与

える。腰石は奥壁に3石．鋼壁9こ各2石使っている．膿石上の石積みも 3壁ともに雑な積み方

である。床面は荒らされているが．小醸を蒙いている。袖石は玄室と同じ大きさの石材を使っ
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：こ,.,抽式である

ある

・, 

袖いHJ、ltk• ふ心部は,,,測，こ...ぷ''"""を使．た'"'''貼,,状，•ぷ積みが

M<り紺•!,からすると．令｛改，,,.,且部をもたずに.tarn逍かH成する情造をとる
'・"と,,えて．といこのことは、念斜面に立地するため叫也形的印），.，Jと考えられる．

121 出土遺物(.-;.ti9) 

追物はBトレ、+;・：ぷ速．器,,.,."'直から牙し忠器Oii,a・ 区カ・；，<H師器カ・/UHてし、る
須恵繕<Fig 70-58~61 l 

●’ 

,, 舷部破片で、 t•部と天井部と"坑9よ不削瞭であり、·• るやかな膨みをし

・ベFL籍部につづく. "端部は丸い a 逍窟9士 ~1,部へ9削,,、その他は11iなで戯整を施Lてい

る．色調"'音灰色っ砂粒を含み。焼成良好，

平瓶 (581 駈部を欠くかほぽ完形である，短い頸部は外反して立らあがる。""部ば

H・蓋 （曲）

やや肥i.e."端部は尖り気味である 1令部は饂円形で、体郎紙大f●は"ぼ,,.位にくる。戟部
は平庇である...部全面にカキfl週霰."頭部と内面；土慎なで調整."部内iiil'半には1,1心円

文がみられる會頭部にヘラ紀号をtつ二色鍋；む即灰色。胎七焼成とし良"・

硲道より出tした完形品であう頚部は短く外反し、 "端部1よ尖る,j団部.t

半に"稜がつき、体部と底部•>JJ!も"'瞭となる：底部は平底となる。体部ドやから底部はヘラ

削,,.その他 9かなで綱整を施していな色週"暗灰色．胎土に砂粒を含み．焼成良•f.

土師醤 (Fig70-59) 

J11(6l) 

．． 

ミ

裔杯 石室東側の地山にはりついた状患で出土した杯部の蔽片である。器壁"厚手で杯底

部は浅もゆるやかに広がる。底部と体郎との度は弱い段がつき.u籍部にかけては小さく外

反して外方へのびる， u瑞部"丸い．器面"ヘラ状工具による積方向，，磨きが見られを色鍋

は赤茶恨色．胎上に"砂位を多く含み．焼成はあまい．器形は弥生時代絡末期の高杯を思わせ

るが古れの立地あるいは土器の資料からすると判断しかねる遺物である．

7) D-7号墳

D-6号れの東Iii)の中心距離1こして7mの丘陵南側斜面に所在する。識査時には玄室の一部

と羨道郎が破壕されており．粒断面に石材が露出していた,Bトレンチにより溝を績出し．径

7~8mの規桟をもつことがわかった．

Ill 主体部 (Fig44) 

石室掘り方は長軸を南北1ことり．等高線と平行十るように掘られているが、羨道輝から墓道

にかけて"逆に直交するようになる．石室,,羨道部を失っているが。南に関口する駐室の構穴

式石室である。玄室は 3壁とも 2石を使って巖石をたてていも腰石より上にはる・けを横長1こ

多く使って積みあげている。玄室床面は大9卜の石を使って敷かれている。袖石"両禎と考えら

れる．羨道部"失っているが｀敷石の状況からは2ャ所に梱石構造をしつものである。羨道部

床にも敷石がある．羨道部には小さい墓道が付設するが、中途で削平を受けている．石室の石
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uには躁iに 1ピ腐村が多く使われている・
[21 出土遺物 IFig 69. Fi● 18) 

L器は全て禎忠器であり●点Ill上Lて,,る，立痘埋.l中から 2ぷ、 Bトレ,.,内から3点．

凡道から 3./iUI上十る．鉄器は武l↓とrnカ・出：leしている. "室から 9点．ぷ道部から 3点．
針道から'-'道1土．

須恵諧 IF這 69・62-69l 

杯鼻 (62• 63) 又井部と体部との椀"不'"諒である. f料部からい絃郎ば膨みを •---c 、

やや開き気味につくられる.w端部は丸い天井部はへ sA•J•>. >'4>郎内由<>H籾 I旬なで．

他は横なで調整を施している．色調は暗#仄色、胎土1こは砂位を多く含み、焼成"ややあまい．

63はナマ焼けで口緑部は歪んでいる。天井部は平担で、体部との揉は'"諫である．｛本部は膨み

をもってゆるやかに閉き.w秘部に続く. "端部は丸い．器面の剥裕がひどく、調整IH鮮明．

色調は黄褐色．胎・tに砂粒を多く含む．焼成不良．

●, 

ー

雫

高杯 (64) 脚組の破片である．弓ッパ状に広がる裾Ii段がつき．下嬬は下方に少し引き

出される。器面は横なで調整．色調"灰黒色胎土、焼成とも良"・

台付椀 (65) 完形品であるがLI縁部は歪んでいる．杯部の蛭部；9浮手である．体部"膨

みをもって立ちあがり、 U絃部は小さく外反する。日端郎は丸い．高台郷,,似広く裾へ向か

ってやや直線的に開く．裾端はコの字形で中央が凹む．杯部はカキ目綱整後になで調整と施し

ている。底部近くはヘラ削叫杯部内面は横,,で濃整。高台部は横,,で調整．色調"伏黒色．

胎土に砂粒を多く含み、焼成"良好．

長頚壷 (69) 底郎跛片で、長頭壺と思われる。器璧"厚手となり．底部は上げ庇気味の

平底である。全体になで調整を施している。色調は灰黙色．胎土に砂拉を含む．焼成"あまい。

平瓶 (66-68) 6611頚部から上を欠いているが、残存部のH駈昂での粘土の貼り付け方

が平瓶に似ており、ここでは平版として扱った。体部"安定感があり．簸大径は紙部近くにあ

る。底部は平底となる．体部下半は不整方向のヘラ削9後なで調整．その憾はなで調整を施し

ている。色調9ま灰黒色．胎土に砂粒を含み、焼成はややあまい.67"玄室内出土の完形品であ

る．頭部は直線的に外開して立ちあがり｀口端部は丸い．体部の最大径は中位より上にある。 9 

底部は平底である．体部下半は横方向の静止ヘラ削りを施している。他はなで鵡整。色讀は暗

青灰色。胎土に砂粒を含み、焼成はややあまい.681よ底部片である。体部の感じは歪を思わせ

るが、ここでは平瓶としておく。器面はなで調整、色調"灰黒色。胎土1こ砂粒を含み、焼成"

,.: 

ややあまい．

武具 (F屯78-1-12)

鉄鰈 (1~11) 1• 2/i斧箭式の平橙鏃である。身の頭部は少し丸みをもち｀刃詞Ii)

カ洒刃'2が片刃となる。箆被の断面は長方形. 3~11は斧筒式の平根鏃であるが、 1•2 よ
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''"'''●部,,,,.広く. "'●J浪 •·Hi 祢形である 峨部it岡'"払j}J,給破部分,,断面"此）i形

てある ＆部,,断曲11L部か''"'伶た端は,,,形である．

) J'12) 苓部の破片である 断山,,杉""古形となる．

工具 lFig 78-13 I 

鉄斧 汲道部'"面からの出土で.・;, 形品であるこ全I>8.4ra, }J郎op4.S.w. 袋部は声i餞l

より折り曲,rている ●面形は角丸＂＇貶｝，形である，体測部"小さく段がつく，
8) D-8号墳

D-71}Jftかり東へ1imのf幻崖の丘妓,.側斜面のti>際に所在する，諷査時に"""'途中に石

Hが削れ落ちており、'""'"'こ古!flがあるも"と推定できた, BI・レンチにより、古l/1"'規模

は奥嵯からSmの距離にれ裾がくる．このことから、 1'10m前後のf'IJJ'tと考え,,れる．

{I) 主体部 (f;g45)

石奎掘り方；'"'軸を南函から東南に向けてお，)｀等涵線iこ直交している．石室は東南"淵n

する積穴式石室である，玄室，，，み残.,てお，)羨道部'"崩落している．玄室の腰石"本と禎群-~

で鮫も大きいものと使ってお凡奥壁に 1石,le右墾には各2'iずったてている，慶石から上

は・"・材を横長に使,,て積みあげている．床由"平石を使.,て敷きつめている．

ー．． 

，
 

""" 

,; ● 15 D-7~0-1⑮墳調査蘭
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(2) 出土逍物(,;.69、,;.78) 
L姦 .t全て勾速器で、 B トレン・，•内から l 点、馬蹄彫溝から 4点を出CL てし、る。鉄器は瑾

l,•J• および·~面から..点をlli.tl,, ・る．

須恵繕 (Fig69-70~74 I 

が最 (70-72) 701よ"'"破11・でつまみをもたない天井部は中央がやや平担化し、内面

,. かえ''"内傾してFJi<こり（き出されている。端部は尖かかえりと天片部内面との境"'リI瞭

である。天井部1ま％にヘラ削り、他≪I貨なで調整，色調Ii"-熱色J 胎上に細砂粒を含み、焼成

はややあまい。 71は擬宝珠形つまみをしら、内繭＂かえ'"土"端郎より上にくる。端部"尖'，、

天）t部内面との，，，は不明殷となる｀天"部％にヘラ削，)．色調Iiセピァ色．胎上・焼成ともや

ゃ不良.nは小片であり、天井部のつまみのf;無はわからない．内面のかえりはい端郎より下
方に内傾気味に•)（き出される，蟷部は尖かかえりと天井部内面との没 9が"瞭となる，天井部

はカキ"調整。色調はセピア色をなし、細砂粒を含み｀焼成1まややあまい．

杯,t(73) 小片である．体部からLI樟部はほぽ由線的に立ちあがる．底部は平底である，

体郎の底郎に近いところにヘラ削 9が見られる．暗灰色をなし｀胎土に緬砂粒を含み、焼成1士

良"・
甕 (74) 大形甕の口頭部である。頭部は大きく外反して立ちあがり、 Ii禄部へ続く. " 

靖郎"コの字形で中央が少し凹む。 U縁部外側に1註没がつく。浪部に'"、上から 2本、 2本、

4本の沈糠が問をおいてめぐり｀そのあとに波状文が3ヶ所巡る，体部内側には同心円文が見

られる。器面"讃なで調整。色調は赤掲色．胎土に砂粒を含み、焼成は不良．

武具 (Fl<7g-1• 2) 

刀 11土鯰がひどく残9の悪い直Jl片である。刃部最大巾 2.9<膚、背郎の印さ・-である．

2も直JJ片であるが、 1 より小形である。刃部巾 2.5a。背部の厚さは 7 —である。

工具 (Flg78-3~7)

.. 

Jl子 311完形品で．両関式の悶の位置は同じ郎位にある• 金具を装着しており．茎部に ．． 

は木質と残十．刃部は中央部が少し凹んでおり、使用により磨耗したものと思われる。全長13

．和. "'鋒部片である。 5• 6は両閤式の閤の位置は．背部の関が茎部に近いタイプのもの 鼻

である。 7li刃部から茎部の破片である。両関の位置は同じ部位にくる• 刃は 1よりも強く凹

んでおり．使用頻度の多さをものがたを茎部には庭角を装着する．

羞身具 (f;g78-8)

耳環 破片のため復原であるが径 2.な•"Pl形である．断面形は謳円形である。中身1が中

空であるが、鋼に金笛を置いたものである．
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9) D-9号墳

1)-8 >)れから東北に沿...~~ 憚9こあり、丘陵南側✓,斜面に1叫Ri'る 調丘時に，Hi室"石

積みか,.,籠．こ頑を出してお＇），発見のき、., . ., となった，',lllである. "レン.,讃代によ''・"
'"'"'''坑であることがわかヽ ・た．

Ill 主体部 (F;g46 l 

ゎ室掘り方；tk軸を南北に置く。玄室部掘り方は隅丸方形となりている。石宝1土南へ闇"す

るり9室の横穴式石室である。羨道綿の一郎と維道は崩浴している．天井石を失ヽ≫ているが、現

状n床函高が苗~,の高さと考えられる．壁体"奥壁に2石．左"壁にも2石を使った膿石をた

てて"'・ 腰石から上は主に石材を憤長に使っている．必室平面形は方形。紬石は左右1こl石

づったて、その上に l段ないL2段の積み石をして、櫂石がかItられる。楢石上には5段の石

,nみがあ''・ その上に天"石9ゆる．天井石は 1石ないし 2石と思われる．淡道郎膿石1土玄室
と屑じ大きさの石けで. "箇岩が多く使われている．

121 出士遺物 (f;g69、F;g78 l 
トレン千内よ＇)我也器が 1点．玄室理上中より鉄器5点が出土している。

須恵若 (fi、69-75)
拓蓋 lヽヽ破片であり、天井部中央部は平担である．内面のかえりはい縁部よりやや下方に

•JI き出される．天井郎はヘラ削り。色調It茶掲色• 胎土良好であるが．焼成不良．

武具 (F屯78-I~Sl

呻 Ill 斧罰式甲四つ身から箆彼の部分である。繭面形は長方形．

刀 (2~5) 2 は直JJの鋒である。刃部最大巾 2.0~. 背部厚さ,_である。 3は鞘金

具, 4• 51± 鍔である．

10) D-10-号墳

D-7号墳の西南tomの丘陵南側斜面に位置していな調査時には古墳の所在は知られてい

なかった．墳丘は流失しており．古墳の大きさを知ることはできなかった．

Ill 主体部 (Fig47) 
石室l11り方ぱ長軸を東北から南西に置いている。石室は右半分が崩指しており、羨道部の一

部と底道を失っていを石室は南西に開口する単室の横穴式石室である．玄室平面形は方形9こ

近い長方形である，壁体は奥壁に2石．左f111壁に 2石の屡石をたてている。腰石から上は石材

と憤長に使..ている。玄室床面は小礫が全面に敷かれている．玄門部は両袖式で．玄門間には

2石と置いて梱石としている．

121 出士遺物 (fig69, f;g78) 

土器はいずれも須恵器で．玄室床面から 5点出±している．玄室袖石よりに4点、奥壁際に

1点である。鉄器は玄室床面より 3点出土したが調査中に 2点なくした．
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須息II< fig 69-76~"'I 

約杯 1761 ぷ'"ぶ曲で倒立Lてlil.Hた；"形、"''ある・"部叫本部"膨みH ・，て立ち

あがり、 II端部はややより気味である．体郎と止部と"視はやや小1咀1諒とな・ペいる．脚部It

やや直線的に1閉き、裾で折れて端部に続く．脚端部9ょ段ヵいさ．脚端部F溢"下方に"き出さ

れる。附本部か'・"部にかけてはカキLL鵡整3 脚部には4本"沈線かめぐる，器血はなで讃整．

色潤は'・"色胎.tに砂粒を含み．娩成は良"・

駐 (77) 函11,の憤にあ・9た完形品である。.,, バ状に大きく外1111する頸部にそのままn

紘部か続く，"渚郎は凡い．体部は（糾1形をして、蚊大径1が,,位からやや上にくる．庇部11丸

麻である。体部上半に"径"""の1り形孔がある．体部上半はカキ目週整．そ，，他はなで調俺

と施していな器面""'を被—9 て自然釉が見られる。色諷は熱色，砂粒を含み．焼成良好、

平顧 178-80) ,.,, む1111鼓よりの床面出土である。瑣部はやや直線的に立ちあがり." 

棘郎は少し内樹してお叫端部"よる．体部は編Jq形を Lており、最大径は中位にくる．庭部

ばやや_llf>li気味の平底である。頭部と体郎上キにカキ日諷霊を施している．体謳下半"底郎

近くは静止ヘラ削ヽ）、その他の器面はなで識整を施している．色議は暗茶褐色．胎上に砂粒を

含み．娩成"ややあまい。,,.,,.,,,となりにあった完形品である．頸部は小さ（外反して"籍

部に続く。"端部"丸い．体部は綾大径で上半と下半に団）瞭にわかれる。 上.f半とも膨み

をもっヵ'・78に比ぺるとやや直線的となる。底郎はやや上げ底気味の平底である．体部上半と

下半の中途までカキH調整．その他はなで調整を施している。色諷11黒色．胎土に砂粒を含み．

焼Ii器壁1こ空気を含んでいて不良である.'°"奥墜の·~面出土．頭部はやや1111き気味に正線

的に立ちあがる．口端部は丸い。体部は編円形としており、最大径は中位にくる。底部1まやや

平底気味である．頚部には沈繰が一条めぐる。体部上半はカキ目渇整．体部下半はヘラ削り後

なで調整．そのll!liなで調整．色潟Ii黒色．砂粒を含み、焼成はややあまい．

工具 (Flg78-I) 

刀干 右袖近くの床面出土である。茎部の一部を欠いている。両間式の関の饂位は"ぽ同

じ位置にある．刃部最大巾 !.:lo,背瑯厚さ 9一である。茎部の断函は長台形である。現存長II

．虹。

11) D-11号墳

D-6号墳の背後に墳丘が接するように立地している。古墳の位置は丘陵尾紐から少し斜面

に移るところであな調査時には石材の散布を見るだけで古墳の位置"隕定できなかった。石

室上半とれ丘"全て流失しており規模を明踵にできず．史たD-6号墳， D-12号墳との切り

合い関係い明らかにできなかった． トレンチ調査は石室掘リ方を陣認するだけのものとなった．

II) 主体部 (F1g47l 

石室掘り方は長軸を南北にとり、等高線と平行するように綱長（掘られている．石室は単室

亀
．
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・り横‘べ式9冷である. 1.'«•I'血形は滋怯Hsi,形をしており．嗅’衣'"カ・やや広,.. (; 側唸,,膿

,;,,; は内憫•こ釘れこんでいる 積拓""'限 l(i、9●咲は左｛；とCH・を使・，てお"・ Mtを

横比にたてている 稔"から I・.ぱ｀わけを横*'こして積んで9・る.'''"'丈一郎荒らされて9・るが．

小礫を敷いて.'頂.31[(とな・ており．敷布rから遁物が出.eすることから．追罪をしのが
たる。蚊終迫作時,,10:船埠胚前面で行なわれてお＇）．塊石と小鴫か使われている，石宅前面

には底道が2m叫えさにft成している．窮道の延k部110~6,D-7サれ叫iiを通り抜"る

ものと考えられる．

121 出土遺物 (f;g70, Vig 79 l 

玄釦,,木面から全てHltLている．左側壁庄面出土の頑也器は出土状況から見て．舷終追採

時以前のものと考えられる．鉄器は)3点出上した．鉄器につ,.ては各々，，追罪の時期を"'らか

にすることはできなか・＞た．

須恵雑 If;g 70-8! l 

平顧 ·~ 函から直立，，姿鉛で出士 Lた完形品である。短く伍線的に聞いて立ちあがる顕部

にやや内湾気味のII絃部がつづく.w端部はやや尖を 11鯰郎下には沈線状の凹みがー条めぐ

る.f本部は故大径が中位にくる．底部は平底でやや上げ底である，体部上半はカキH調整、体

部下半'"へ9削り後なで調整が施されている．その他はなで潟整．色調"祟色胎土に砂粒を

含み．焼成It良好．

武具 (f;g79-I ~10) 

鉄鎌 1~311箆按と茎部の破片である。身の形状IH明，箆被の断面形"方形と長方形

である。 2の全部に"装着痕と残す。 ,-10は斧箭式の平扱鏃である。身の形状"翔形をなす．

身の頭部は両刃で．横断面11長方形となる．茎部の断面形は方形と長方形がある．

工具 (f;g79-11~13 l 

刀・T・(U・12l 11は刃郎片で最大巾 l.M,1211刃部から茎部にかけての破片である，

両関式で．背部の悶が鋒に近い。刃部は庫手となる。茎部の断面形"台形で木質を付着する。

鉄斧 (13) 完形品で全長,.,~ある。刃部は直線的となり．体1l11部には段がつく。袋部

は両側より折り込んでいる。中身"銹がひどく厚さ等の観第1まできない。

12) D-12号墳

0-ll'l-墳から5m東側かゑぽ丘陵尾恨織上にD-11号填と並ぷように立地している。綱査

時にはわヤかに天井石が2石露出していた．調査が進む中で項丘規模を求めた瓜墳丘は全て

流失 L ており・地山整形面によってし規模を明肇にできなかった• そのため0-11号墳との切

り合い悶係もつかめなかった，

(I) 主体部 (f;g48 l 

石室掘り方は長軸を南北にと 9長方形に掘られている。振り方＂深さは天井石が埋●ってし

一蕊＿
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まう程いものであった。

“軍は単室の横パ式h宝である.1m,u,, 祠；れ枷1きで、土室1油"'・わEJ;形に近い艮ガ形で
ある．膊6には大ぶりの<HH使・ベ3煉と<2'iずつ.奥緊Ii縦長、頒遠ヽ9潰長にたててい

る．曖Tiから・""積石し他のん室に比ぺて入ふりであり、イiltを積故に1員みあげている・"'面

は一部荒らされて1・るが小礫か傲きつめられている．虻9り郎"肉禎式で・"'"上には1段の慣

積み石が崖かれ、その上に天片石がのる。渋返郎,m石は2石である、梱'61士玄,iからやや煎
面に出た位置にあり、地山を少しlil•J 込んでから、 3')1こ獄かれていな閉塞"梱石Jcで行な

われ、塊石で5段に積まれている。石室に墓道が付没し長さ'"ある．贔道""'途で東へ向か

っているが｀このことは前iiiの0-7号墳を避けたものと考えらかる．

(21 出土遺物 (F;g70、 F;g79l 

土器は9点111上し、 2点は土師器である。鉄器"玄室内床面から 3点出土ナる．

須恵暑 (F;g70--82~88)

杯蓋 (82_•83) 821t玄室床面出土のナマ焼It土器である．天"部中央は平担でU端郎

にかけてはやや直線的となる。内iiiのかえりはU端郎より下方にま•すぐに引き出される• カ・

えりの端部は尖が内i!iiのかえりと天井部内面とのl/!は●1諌である．調整"剥活がひどく 1•明．

色調は赤褐色．胎土に砂粒を含む．記は墓道111土．全体に以平で器．"やや＂手となる．内 iii

のかえりはU端部より上にくをかえりの先端は尖な内面のかえりと天井部内面との1/!は明

練．器iiiはなで調整で仕上げている。天井部内面に X印のヘラ記号がある．色調は黄褐色．繍

砂粒を多く含み．焼成不良．

壺 JBS) U頚部を欠く塁道出土の遺物,0-8号頃の馬蹄形溝の遺物と接台Lた。体部

は高さのやや低い球形をしており、最大径は中位にとる．体部上半にli2木の沈繰がめぐる．

体部上半"カキ目調整．体部下半はヘラ削りを行っており．このケズリはカキ目調整に先行

する。色調は暗灰色．砂粒を含み．胎土不良．焼成はあまい．

平瓶 (84・"7l 841tl本部下半の破片であるが平版とした。体部最大径は中位より上にく

る。体部下半の旺部近くはヘラ削り．他1がなで調整を施している• 庭部内面には布痕を認める．

色調は灰黒色．胎土に砂粒を含み．焼成はややあまい．印は玄室床i!ii出士の完形品である．頸

部は直線的に開き｀口端部は尖り気味となる．体郎I土上半の艇みが大きく．最大径は中位に

くる．底部はやや上げ底気味の平底である。頚部から体部上半にかけてカキ目調整．体部下半

• はなで調整で、底部近くはヘラ削り｀色調は淡赤褐色．砂粒を多く含み｀焼成は不良．

横瓶 (86) 墓道出土の完形品である。短く外反して立ちあがる頚部に口蟷鶴コの字形

の口縁蹄が続く。口縁部下には段がつく，体側部はやや直線的となる。底部は丸底である．体

部は縦方向のカキ目調整と不整方向のカキ目状調整が見られる。自然釉の流れ具合から横にた

てて焼いたものである。体部の数ヵ所には艦の士器片が癒着する．色調は黒色．砂粒と多く含
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み．焼成"良"・

甕（園） 石穿外閲の表l:屈,,,,採集である．短く作反する放部に、 II端部が..り気味"
"'点部がつく• II籍 Fには小さな段がつく．器"'"頃なで遇整であな色調は硝1夭色．砂粒を

多く含み、焼成良好．

土師II(Fig 70-89・90 l 

高杯 .. ,, 杯部片である。膨みをしって立ちあがる体部にい澁部丸みをもつll秘部が続

く。外面"へ9磨き．内面は憤なで調整である．色戯）よ損褐色，砂粒を多く含み、焼成Ii不良．

90ば脚部片である。筒部は直線的で、裾にかけて大きく 1111く。靖部）9丸みをもつ。筒部は縦ヘ

ラJf!き．内面は損ヘラ削り、他は横なで調整である．色調）か赤褐色．妙粒を含み．煉成はやや

あまし•。

武具 (Fig79-I~3)

JJ 11'2 か 3 に伴う金具である。斯面~-形の良径は 3.lmある. 2は推定全長頌・""゚

,,, 関式の小形の月で，,,部側の間部が鋒に近い.,, 部最大巾は 2.7~ある，茎部の断面Ii台形

となる. 3は刃部の一部を欠くが1まぽ完形品である。茎部に鍔をのせたままの出土である．両

憤1式で背部側の関巾が大きい，刃部最大巾は 2.&mある．茎部は ,.omあり断面は長台形とな
る，鍔の形は平面か卵形、断面は長方形である。

e
 f;g 16 宮の浦谷古墳群
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5. E群の調査
D群ののる"綾叫と恨"立地する 1群である. 3ふの山瑣で形成sれており. I晶9よ"材と

湛匂足ヤのみでi月滅しており、 2品のii瑣について瀾妊を尖施した、

I) E-2号墳

E 群がJ•央に位置し、慄高臼"'"馳恨線上にある．調査時にr>:elf<i"一部が覗いている状

態であり、れ丘"流失していた．石窒を取り巻<,壽状遺情は認められなかった。

(I) 主体部(,..,.,,

0室掘り）jは南北に長軸をとり、 2.3X 1.8mの1信円形の掘り方となる、掘り方の深さは 0

.... であるぷ室9よ石棺系の小型竪大式石室と呼ばれるもので -~Ill天井石の 1,;が抜かれてい

る、石室平面形は北側のlbがやや狭くなる．壁体は短IIIJ壁l石,Oi側堅3石づつの石材を憤長

に裾えて腰石としていも腰石から上には塊石を横積みに2~3段おいて、石材Jalをヽl叢で目

張りし、その上に 4石の天If石がのる構造である．床面は大小の大きさの敷石がある．

12) 出土遺物 (F;g79 l 

石室·~面より）l'rl点と鉄鰈2点が出土している。

itA (F・g79-l・2) 
鉄織 1は完形品である。片刃の縞恨戴で身の片側に迎棘が 1本、身と平行に"びている．

身の断面形は二等辺三角形である。箆被の浙面は畏方形、茎部の断面は隅丸方形となる。茎部

には木質を付着する。全長"・'"'・2は1と同様の型式であろう．
工具 (F;g79-3)

])子 刃部から茎部の破片である．両関の屈曲は弱い．刃部平面形は湾曲する。茎部断面

ば台形である．茎部に木質を付着する．

2) E-3号墳

2号墳の東側の丘陵尾根線上に立地している。鯛査時には天井石が腐出していた。墳丘は流

出しており、地山整形面の調企から径7~0mの円墳とわかった。

{I) 主体部 (Fig50 l 

石室掘り方は長軸を北西から東南1ことり．約 3.5mの長さの掘り方である。掘り方の深さは

最深部で 0,9mとなも墓道側では2段に楓り込まれている．石室は北西へ開口する竪穴系積

n式石室である。玄室平面形は奥璧巾が績口巾よりやや広•·長方形となる。壁体の構築は石棺

．を基本としており、 4壁の艇石の高さが同じになるように石材を立てている．腰石から上は塊

石を横積みにして6~7段の高さとなる。石材の間には小礫を置いて目張りしている。天井石

は6石の板状石がのる．憤口部の構造は梱石の上面が玄室床面より必口高くなって、前庭部床

面とつながる．玄門部袖石は、地山から立てられたものではなく．玄室の壁体に寄りかかるよ

うに立てかけられている．抽石の前面は塊石を使って貼石状に2~3列. •~• 段積まれてい

~· 
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る 油庭部、t段H 項パ這）こっ奴 l'I湛はlllliil,で"なわれ，阪1心 9椒立てかけて，

し祁を •I塊ぷて控えが、る 如i>t•I燥を使 ：散かれたも"であるが，全て麻位阻を失って

顧"部付近によせられ"'た-""内心へ、ガラか・訊9されてし、る，

12} 出士遺物 IFig 70 I 

溝内上,,我心．器がL!i、出土Lている，

須恵醤 IFig 70-91) 

甕 l頃匹）tである。短く外反する>I部に外面に段のつく l」9ゑ部がつく．体部はカキ"

諷整．内由に、''"'心Pl文が見られる 色逍は介、褐色 砂粒を多く含み，焼成,;良

匿昌 占

Fig 17 E-3号墳石室前面
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6. F群の調査
F諄11古項詳,,激涵所""陵南側斜面に分布してお,.環贔"'°"'近,,,,t・IJts基で 1群を
影成してしるが. I基の/,1貞1こついては現状保存の処置をとった．占墳の立地は急斜面にのつ

ており、鵡丘時の戴察からは禎丘を失.,ている状態であ,,.石け＂敵布により古墳の位置を推

定できる起度であ.,た. 1•3 サ墳は十でにプルド＿ザーによる破壊を受けていた．

1) F-1号墳

F群'PAI高位にあり、最も匝1111に立1邑している．諷企睛には玄室の位置を防火搭のプルドー

ザーカ頃が,.大半を破巖してしまっている。 JJI丘そのしのもほとんど残っていない状態であり．

地山整形函の調企によっても占墳の規隕は明らかにできなかった．

（［） 主体部 (FigSI I 

石室掘り方は長軸と南北にと,.玄塞部では隅丸方形に掘られ、茨道部髯は中途で自然傾斜

面に消えている．石室は長輪を南北1ことる単室の横穴式石室である．石室平面形は奥璧巾が玄

門側巾より少し広い方形に近い長方形となる．疇石は3壁と b2石ずつ使ってたてており、膿

石から上1サ員積みしている．床面は奥壁1111が荒らされているが玄門闘には小礫が敷かれている．

油石9士右籍を失っているが両袖式のもので．各 l石を縦長に据えている。羨道部は左右とも 4

石ずつを縦および憤iこ据えている。羨道部には貼石が左羨道側に 3列見られる．梱石は羨道部

中ほどに2列に阪石を置いていか敷石は玄室から掴石まで敷かれている。羨道部lこ廷道が短

く付設し．前面は自然傾斜面に消えている．

(2) 出土遺物 (F,g70、 F;g79) 

墓道から須恵器が、玄室埋土中から鉄器が出土している。

須息醤 IF,g 70-92 l 

長頸壺 口縁部が盃んでいるが完形品である。頚部はやや直線的に開き. "緑部はさら

に外反し．口端部はやや下方に引き出され．端郎11丸くおさまる．体部は上半部の肩が張り、

体部の最大径は中位より上にくる．底部は平底で高台が外fi1下方へ引き出される．端部は段が

つく．体部上半はカキ且調整後損なで調整、体部下半の底部近くをヘラ削り．その他は横なで

調整を施している．色調"灰黒色，胎土に砂粒を多く含み．焼成は良好．

武 (Flg79-1~4)

鉄鎌 1は異形の平槙鰈である．小さな撥形の頭部は右側へL字形に屈曲 Lている。頭部

の断面は頭刃形．箆被の断函は長方形である. 3• 41よ頭部形が撥形をした平根鏃である．箆

披の断面"簿手の長方形．茎部の断面は長方形である.'の頭部巾......

2) F-2号墳

F-1号墳の東南Smに隣接十を調査時には自然地形を思わせ．わずかに石材が露出して

いる程度で、墳丘は全て失っている．トレンチ調査によっても古墳の規模は明らかにできなか
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(I) 主体部'"'• 52) 

石玄狐""'艮軸と南北にとり守砧線と“交するように掘られてお＇)．汲道郎前面では自然

傾斜面に1肖えている．曳墜の掘，)方の深さは3段＂の石積みの高さとなる．石室は単室の横穴

式石室である。石室平函形は長方形で．床面.,,,ヽ 礫が散かれている．賤体は奥擬に 2石｀左右

に2石づつの睫石をたてており、誕石から上は石材い横長に使った積み方である。立1'1部は袖

石を縦長に置いた両袖式で．袖石11111こは3石の平石が置かれ．梱石となる。羨道部は平面形が

中途で左右に11!いており、羨道部約半は天井石の乗らない前庭部をつくる・""道1が短く、中途

で自然傾斜面に1肖えていを閉塞11梱石の前面で行われ、塊石で4列に置かれ、現状では2段

積みまで確認した．石材は礫岩とIE蹴粒が多く使われている．

3) F-3号墳
F-2号墳の背部に位置している．調企時にはプルドーザーによって大半を削られてお,.

側漿の石材が鵡出していた．墳丘は全くなく、地山驚形面での規li1も明らか1こできなかった．

(I) 主体部 (Fig53) 

石室掘9方は長軸を東北から酉南lことるものと思われる小型の石室であろう．石材は嘩岩と

花蘭岩を使って横長に置いて腰石としている．床面は小礫が敷かれている．

4) F-4号墳

F-2号填の東JIIJIこ並んで立地すな調鉦時には主体郎上をプルドーザーが走ってお,.* 
半を破壊されていた．墳丘および地形整形面の調査はできなかった．

(!) 主体部 (Fig54) 

石室掘り方は南北に長軸をと,.丘陵南測の急斜面を掘り込んでおり．墓道の掘り込みは中

途で自然傾斜面に消えている．石室は南に1ll1ロする単室の績穴式石室である。玄室平面形は正

方形に近い長方形である。壁体は奥壁2石｀左右鱒壁各3石を横長に置いて匿石としている。屡

石から上は石材を横積みしている。床面9かlヽ慶が敷きつめられている．玄1'1部は両袖とな,.

羨道部は袖石を含めて3石ずつ縦長に石けを置いている。左羨道部墜の詞面には4列の貼9石

が置かれていが閉塞9士羨道部の中途で行なわれ、塊石を使って5列3段まで積まれている。 9 

墓道は I.5mほど付設したあと自然傾斜面に移る。石材は礫岩と花醐岩がほとんどである。

12) 出士遺物 (F;g71, F;g79) 

玄室床面から3点のる親i器と墓道から 8点の須恵器が出土した．鉄器1ょ玄室床面より 1点出

土している。

須恵馨 (F,● 71-93-103) 

杯藍 (93-お） 3点とし同じ型式のもので口径14.4-15.3o,を測る．天井部は低く平担

化している。体部の口緑部111では固幽Lて下方に引き出されn縁鐸をつくる.95の屈幽は不明
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貌とな,,ている・"端部は丸い。天"郎の中央につまみがつく。天井部の知こヘラ削り．その

他9溢曲は績なで調整，色瀾"汰色～灰 瞼七に砂粒を含み、焼成は良lf,95はあまい．

椀 (00-98) 3. 点とも為力がつくものと思われる．蹄""'釜13.3~を測る．体郎1よ直線

的に開き、 '1端郎"やや尖り気味となる。体郎と底部との境"少し明諌となり．峰部は平底で

，，，を底部には低い高台がつき．端部は積1こり1き出される．色調は灰黒色．胎土に砂粒を含み．

焼成は良好．”の体部は内湾気味に立らあがって、下半はヘラ削りが施されている．

高杯 (99) 杯部の体部は直線的に開1ヽ て立らあがり."端部"尖9気味となる．体部と

底部との境は明瞭で、小さな張り出しが積へ引き出される．底部は小さく膨み、脚部は娠くラ

パ状に開き、裾端部は皿みをもった段がつく。裾端綿1文尖り気味となる．器面"横なで調整

で仕上げている。色調11灰色．胎土に砂粒を多く含み、焼成1士良好．

平瓶 (100) 玄室床面から高台付擁,,のった状態で出土した。口緑部を欠いている。頸部

"繍く直線的に開く。体部'"膨みをもち最大径部分が少し張る．鉦部は平底である。体郎上

半はカキ目調整。体郎下半の底部寄りをヘラ削 9後なで調整．その他の器面は横なで調整．色

調は暗灰色．胎土に砂粒を含み、焼成は良好．

長頚壺 (101) 完形品が玄室から出土している。 101の緬長く立ちあがる頚部は外反気味

であり．口緑部は外反が強くなり．口噛部と丸くおさめて憤方向に引き出している。体l!Oli膨

み小さく．最大径で屈曲する。底部は平底で体部と底部との境から高台が外圃下方に引き出

され、端部に小さく段がつく。頚部には上から 3本.2本.2本の沈繰が3ヶ所にめぐる。体

部上半にも2本の沈線が2ヶ所にめぐっている。体部はカキ目調整後なで仕上げ、体部下半1広

ヘラ削り後なで調整を施している。器OOは横なで潤整で仕上げている。色調は暗灰色．砂紐●多

く含み．焼成Ii良好。器高25.!km.

甕 (102• 103) 102は全体の器形を明らかにできないが．体部のIllが張る部分の直下に

は．杷手が巾 2ふmの広さで上方へ向けて立ちあがっている．この把手の上部は器体につかな

いものであろう．体部最大径は21.l!o,となる。器面は横なで調整で仕上げている。色調は灰黒

色．胎土に砂粒を含み、焼成は良好.103 I文底部片で、短い高台が下方へのびている． 体郎

F半の器面はヘラ創り、その他はなで綱整を施している。高台部径13.7a,をi111る。色調は灰色．

胎士、焼成とも良好．

工具 (F屯79-1)

刀子 玄室床面出土で推定全長14.bをi111る。やや細身の刃部は中央郎が少U直んでおり

砥ぎ減りしたものと思われる。両悶式で刃1!1憾の張りが大きく．再関の郎位は同じぐらいであ

る．刃部の断面はやや膨みをもっ．茎部の断函Ii台形となる。木質を付着する．

なお、 F-4号墳の東側丘陵尾根線上に"石材の散布が見られ｀小石室の存在を推定したが
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Iり1蹟にすることができなかヽ9たまた I-1サれの'1IIOIこは1'l形の・ヒ地が見られたが占墳と"

J111連を'"らかにできなかった．
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7. G群の調査
F辟he>る"陵は東渾長く延びて．捻絲鴎～曲"'"範囲で鞍部をつくがこ"'安部のポ閥

嘉＼面に5ら,.,,,,,か"布している， 1り坑は,o... ほど凸側に'''"'に位1l1するが、ここでliG群
としてあヽ 》かう"'、flしtli陵の急．斜面に立地Lて地'"掘 O)}j内lei;,<が人る"みで似道""

とんどつかない. ""は全て南へ,~,げる横穴"''嘩である• G群の東より"丘駿尾恨leには

遺l虹が.,.分布していも !>}J/tから5号収までの平面距離は80mある．

1) G-I号墳

じ群"絨も函闘に踵れて丘陵州側の急斜面に立地する，調査時には、自然地形と変わらぬ状

態であり、わずかに石けが絲出する程度であ，≫た。爪丘は全て流失しており、地山整形面の調

査で項丘規模を追求Lたがわからなかった。

(I) 主体部 (F屯55)

石当掘り）jは,~北に長軸をとり．平面形"方形に近い。奥壁側は地山から 1.4mの深さに掘

られ．床"平担,.,,長さ 3mであるこ石室1ぇ南北；CIJIIUする単室"憤穴式石室である．玄室平

面形は長方形で望体の構築I胡晏石として奥壁に 2石．左ぶ側壁に 3石ずつ使って翼いている．

腰石から上には小ぶりの石材を横積みにしているが．石材の面は揃..ていない。玄室の''"'"

小礫が敷かれるが．玄Mllll11荒らされている。福石は再袖となる。梱石"抜かれたものと思わ

れる．淡直部は垣く、沃直部前面は自然傾斜面となるe 閉塞は玄門間で行われ．塊石を使って

3列3段に1月まれている．

2) G-2号墳

丘陵南側の急斜面に立地している．潟査時には自然丘陵の地形となって墳丘を流失して、石

けの一郎が露出していた。，，室背部にはr壽遺構等1士認められず、墳Iiの規模を明らかにできな

かった。

Ill 主体部 (fig56) 

石室掘,,方は長軸を南北にと凡等高線と直交するように掘られている。掘り方の深さぱ奥

擬部で 1.6mあり、床の平担面の長さは約6mある。石室"長軸を南北にとる単室の横穴式石

室である．玄室平面形は長方形であるが右1111競長が少し短くなっている。玄室の腰石は奥壁2

石．左右壁各3石を使って置かれている．饗石から上は,,ヽ ぷりの石材を横積みしている．玄室

床面は荒らされている。玄門部は阿袖となり．袖石の上には 1~2段を横積みして積石がのせ

られる．羨道部は左側3列．右側4列が立てられている。梱石は羨道中ほどに 2石を置いてつ

くられている。閉塞は梱石上で行なわれ小塊石が積まれている。羨道部の前面は両OO璧とも貼

り石構造となって小塊石で床から積みあげた帥庭部をつくっている．石室実測図 (Fig56)の

破緯には石積みがあった．墓道1士傾斜をもちながら東に曲がっており・中途で斤持傾斜面に消

えている。石材には礫岩が多く使われている。
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(21 tH土遺物 (F;g71l 

,. ... 内から和""・器が．饂から砥：器と， t帥.,が91.<ill.tしている、

須恵繕 IFig 71-104~113) 

椀 I叫 I '国 5ぶ盲""部）t である，硲f1"低く、蟷部は横に•JI き出される。

k珀壺し105) 玄室埋上'i'"illtである，体部上キは膨みが•I•さく， h¥ki令部で抽出す

る."部卜'Iらはやや"線的となる，体郎と底部と,,税から高t;がF方へ •JI さ出され，端部は憤

1叫 1さ出される，体郎カヤfl週燈．色潟'""黒色胎上、焼成とも良好．

聾 1106• lW) 106 11頚部が紅く外反して立ちあがり，"絃部外側に段がつく、体部

紋；；径1がI• 位よ』），Kにあり，旺部は丸底となも,~部'"戊形後の調整が祖＜凹凸が多い．体部

大半は 9・ケ ll 濁整後なで磁整，内面はJ,j心1•1文が見られる，色調は9音灰色胎土は良好、焼成

は不良．叩 1バiく外反して立らあがる頚部にやや,,手のII秘部がつづき，,.,舷部外側には

弱い段がつく， 1本部,,.,,,向の平行,,キ.Niliilまり心Pl文が見られる．色調は赤褐色．胎ヒ

は精良．焼成不良．

土飼鵡 (F屯lW-113)

愧 (11)9・112) 109 Iれ紐小さく，膨みも没い。 109•112 と L 器面を績,,,,.,のヘラ磨

き、内面を損なで調堕後放射状に9音文が入る, 109•112 とも色叫9赤褐色．砂泣を含み、焼成

は良好．

卿付椀 (1<)3・113) 113 "'本部が浅 9膨んで立ちあが,. u端部は丸みをもっ．脚部

は裾へ向か・ペラ・9ヽ・状に開き、裾端部は丸くおさまる．椀の器面はヘラ晒き仕上げ内面なで

調整。脚筒部は縦ヘラ削,,、内函"横ヘラ削り• 脚裾It憤なで調整。色調"赤糾色。胎土に砂

位を含み、焼成"良好．

皿 (UO•lll) 2点とも体部は浅く濤曲Lながら立ちあがり、 II端部は丸い内iliiには

放射状にのびる暗文がある。器面"・ヽラ磨き．内函はなで調整。色調"赤褐色。砂粒を多く含

み、焼成良好．

3〉 G-3号墳

丘陵南側急斜面に立地する。調査時には斜面に石材をのぞかせていた． トレンチ調査によっ

て斜面上部に池山整形の跡が見られた

It) 主体部 (Fig57) 

石室掘り方は長輸を南北にとり，等高線と直交するように掘られている．奥出厄掘り方の

深さは 1.6mで， ll!!山平担面は長さ 4,6,nにつくられている．石室は南に開口する単室の横穴

式石室である．石室平面形は長方形で玄門部は両袖である．石材は礫岩と花醐岩を多く使い．

壁体は石材を横積みしていを玄l'1部には 4 石の平石を置いて梱石としている• 閉塞は掴石上

で行なわれ．塊石を使って 3~13段に積まれている。墓道1が短く丘陵傾斜面に消える．
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121 出土遺物<F屯72, Fig 80) 

知記・ら cm•器が1点．立室,.●9 カ・ら）』•·出 lclて,.. 

土輝譜 (Fig72-ll4)

尚杯 杯瓜部は浅く中途で」•カ・ヽ湾曲する．脚"筒部はやや山線的となり裾部は｀大きく開

いて嬬部は丸くおさまる。脚の筒部は縦ヘラ磨き．その他はなで謁霞．色週ヽ9赤訥e.,●←とは
砂粒を含み．焼成"良好．

武具 (f;g80-1~6)

刀 1•21i直JJ片で刃部最大巾 2,.,, と 2.•~·調る。 3~51i})装具, 411透しの

ある鍔で長径,.,~を澗る. 5の内面には木質と残している. 6の直刀片は現If長印．虹.>J 

部最大巾 3.5<~を測る．雨関で．茎部は厚さ 9一の断面長方形となる．

41 G-4号墳

丘陵南側斜面に立地する。古墳の背後には地山整形面が見られる．収丘は全て流失Lている．

古墳の形は調企時には自然地形に消えていた．

111 主体部 (Fig58) 

石室掘り方はほぽ南北に長軸をと叫奥璧側の掘り方の深さは 1.4mとなり.Q! む項渾1文

長さ'"'に平担面をつく,,ている．石室の平面形は長方形で、両袖をもつ単室の横穴式石室で

ある。墜体は腰石に大きめの石材を立て、その上には石材を憤積みしている．玄室床面は奥雙

側が荒らされているが、小礫を敷きつめたものである．玄門問"褪石は存在しないが．抜かれ

たものかどうかは,,明。羨道部Ii腰石のみ残しており、渓道部前面は自然傾斜面に移ゥている．

石材には1,巌岩が多く使われている．
5) G-5号墳

G群中最も東側の丘陵南側糾面に立地している。調査時には石けが露出十る程度であり、，，，

丘"流失しており．調査においても．古墳の規摸は明らかに出来なかった．

Ill 主体部 (Fig59 J 

石室掘り方は長輪を南北にと,.奥壁側での掘り方の深さは 0.7mあり、長さ 2mの地山平

担面をつくりだしている。石室は南へ開uする懐穴式石室である。石室前半の構造は崩壊Lて

おり、不明である．石室"腰石のみで．石材も,Jヽ ぶりであり・小型の石室となっている．敷石

の，，無は不明。石室前面は自然傾斜面に移っている．

・12) 出土遺物 (F屯72)

石室内左側壁際から須恵器が2点出土Lている．

須恵経 (Fig72-ll5• 116) 

紺 2点とし同じもので頸郎は内傾して短く立ちあがる．体部は最大径が中位より上にく

る。底部は平底となる、器面は風化しているがなで調整が施されている．色躙は黄灰色。砂粒
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を多く含み、焼成1'良。
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8. H群の調査
F•G 肝と 1、1 し丘陵1このり...側斜面1こ7晶か,,伯Lている F• G・II群はfol・・谷と共r,

する• 調企時には4ヶ所で石材"鈷1"が見られたが.!/Iiiは全て失われて(I然Ii陵'"こ9月えて

し＇た．

I) H-1号墳

丘陵の即位置にあり，北土を蜘lいだ時点で発見された.'ぷ紅J.'I'が失われており、 /ilnの

規11!1打鴻1.

Ill 主体部 (Fig60J 

石室賊，)方はtli北に長軸をと，)．奥壁側の深さは 0.4mとなる・"面の平担面は約3.,,,長

さにつくられている。石室は南1こ間"する潰穴式石室で.,,1諒な袖石構造をもたない．壁体は
小ぶりの石材が使われる．床面には小礫が敷かれている.1111石は麿かれていない．貨道,11,1腺

でなく、投道部陣面から自然傾斜面に移る．

2) H-2号墳

1,;!/1の南側に位置し｀諷鉦時には坑丘を失••て自然傾斜面の中に石材力演出している状態

であ••た。表上を剥いだ段階での地山整形はみられなく．占J/1の規撲は不明。

Ill 主体部 (f;g61)

石室掘り方は南北に長軸をとり、奥壁側では段をつく..て深さ約 1mlこ掘られている．石室

地山平但面は長さ<mとなる．石室は南に開口する憤穴式石室で．明確な禎石の張り出しをも

たない石室構造である。蟄体はん側競の 1石が抜かれているが．緩石にはやや大きめの石けを

使い、顧石上は横積みされている．玄室と羨道部の石積みは異なっている。玄奎，.面1太,1,礫が敷

かれ、玄門部には梱石が2列. 9石，，小ぶりの平石が置かれている．淡道部の情造は梱石のあ

る位置までで．梱石前面の側壁の石積みは貼石の構造となる。閉塞は梱石直繭で行われ、塊石

を使..て1列4段に積まれている。石室前面はg然傾斜面に移る．

(2) 出土遺物 (Fig力、 F,g80)

玄室床面から 3点の須恵器が出土しており．長頚壺と高杯は右側墾よりに座った状態で出±

している。耳環ヵ昧面から出土している．

須恵醤 (Fig四）

高杯 (117) 完形品。器形の歪みが大きい。杯の体部は内湾気味に立ちあがり、口端部は

尖る。体部と底部との境は小さな段がつく。脚部はラッバ状に大きく開き、裾部に段がつき、

端部は下方に•JI き出される。庭部上半にヘラM り．その他はなで調聾．色調は灰色。砂粒を含

み．焼成1よ良好．

長頚壷 (118•119) 118 Iむ口頸部を欠く。体部上半の駆みは小さく、最大径で屈曲する。

底部は平底で、体部と底部との境から短い高台が外側下方へ引さ出されを体部上半はカキ●
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逍整体郎'"はへ 9削り後なで諷霞を誕している、色週，＂火県色胎~,こ砂泣を含み、焼成

は艮々 /. 119は完形、..であな頭部は大さく外反して立らあかり・"瑞郎"丸｛おさまる." 

9●Fには段がつく.II-部＂膨みは大きく、駁大作は中位より,. にくる.htk佳綿に一条＂，.と様

がめくる、底部1Hげ駈となり体郎と底部と，，咲からやや簿印,.,台が外側下方へのびる。嬬

部は段がつく．体部全面にカキ"調整．色調は9『赤褐色胎上．焼成とt良好．

壊身具 (Flg"1-I) 

耳環 径 2.2m,上部の隙間はせまい．断面ば偏"形とな..ている。鉄地である．

3) H-3号墳

2 i}lffと並んで止絞南側の紐やかな斜面に立地する．潤企時には石けの-・部が濾出する程度

であり、頃丘は失っていた．古墳の規穫については、地山整形による馬蹄形i轟が見られず明確

にできなかった．

Ill 主体部 (Fig62) 

“奎掘りtm長軸を内北にとり、地山止面の長さ,,...,.,,,,こ掘られ．奥1●側の深さは'"'と

なる．石宙は南に開uする単室の襴穴式石室である．玄室平函形は正方形に近い長方形となヽ、

ている．膿石にやや大ぶりの石材を鼠き．腰石から上には小ぶりの石材を損積みしていな玄

1•1部は1対綸となり、前面に汲道部がつづく. Ill石i1羨道部中途に小石材3Jlllを朧いてつくられ

てtヽ る。床面の敷石は小隧を使って｀立室から梱石まで敷かれている.J閉塞／よ甑石上で行なわ

れており、小石けを使って3列5段に築かれていも羨道部前面は自然丘陵面となり、明確な

仇道ばない。

(2) 出土遺物 (F;g72) 

直部梱石の前面の右側壁際に須忠器が 1点出士している．

須恵器 (Fig72-120) 

長頚壺 口縁部を欠いているが，頚郎Iiゆるやかに開いて立ちあがる．体部の膨み1かlヽ

さく最大径で屈曲する．底部は平底で．底部と体部との撲から短い高台が外闘下方へのびる．

端部は段がつく。色調は黄灰色．胎土に砂泣を含み、焼成は不良．

4) H-4号墳

3号墳と同じ等高線上の丘陵東Ill斜面に立地すが調査時には石けの一部が露出するのみで

あり｀頃丘"失っていた。地山整形面での区画は見られず墳丘の規模"不明である。

(I) 主体部 (Fig63) 
石室掘り方"長軸を東西にとり、 11!山平担面は約3mの長さに掘られ會奥璧Illの深さlilm

となる。石室"東に開口する単室の横穴式石室である。玄室平面形"長方形で整っていが壁

体はやや大ぷりの石材を腰石とし．膳石上には小ぶりの石材を憤積みにしている。玄室床面に

は大小の礫が敷かれている。玄1"1部は両袖で．玄1"1間には2石を憤に置いて棚石としている。
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麟側は小途から貼石とな・ベいる．＆道郎前面には＆逍,,付設されず、丘陵斜面に消える．

121 出土遺物 (Flg72) 

心辺より牙i也器と上師器が出上 L ていなまた、ふ追埋Kヽ,,~掘り込んで．複恵器が埋めら

れていた．この埋甕9こついて後述する。

須恵繕 (Flg?2-121) 

平瓶 完形品である．短く直線的に隅いて立ちあがる頚部に．外反する"縁部がつく．端

部は尖＇)気味となる．体部の膨みは浅{. 最大涌は中位より上にさて屈曲する．底部は平底と

なる．体部上半はカキH調整後なで調整。色綱は灰色。砂位を含み、焼成11ややあまい．

土鱗彗 (Flg71-122) 

高杯 杯の体部は浅くゆるやかに内湾して立ちあがる．脚部はやや直織的にillJいている．

杯体郎はへう磨き：内面には放射状の暗文が見られる．脚郎"縦へう削,.色誠11赤鳩色．砂

泣を含み、焼成はあまい。

5) H-5号墳

3号項の東関の丘陵南側斜面に立地すか調査時には石けの一部が濾出していたが．地形は

自然丘陵となっていた。墳丘規1!!11不明である．

(l) 主体部 (Flg60)

石室掘り方は長輪を南北1ことり、地山平担面を2mの長さにつく 9.lil')方の深さは約0.5

mある．石室9之雨1こ闊Uする単室の横穴式石室で．檎石構造をもたない。石材は一様に小ぶりで

ある。 A面には小礫が敷かれていたが荒らされている。石室前面には崖道を付設せずに自然丘

陵iiiとなる．

6) H-6号墳

H群の最も東側の丘陵南1l11斜面に立馳する．玄室は防火帯により砿蠣を受けており．墳丘は

全て流失していた。墳丘の規摸は不明である．

Ill 主体部 (Flg64)
石室掘り方は長軸を南北にとり、地山平捏面の長さは約5mあ,.最大の深さlilmとなっ

ている。石室は南へ開口十る単室の横穴式石室である。玄室平面形は長方形である。床面には

小膿が敷かれている．壁体は屡石にやや大ぶりのものを使い腰石から上には石材を績積みして

いる．玄1"1部は阿袖の石材が置かれている．玄1"1部と羨道部中途に 2石と 1石を置いて 2ヶ

所の梱石構造をつくっている。羨道部前面には茄道が付設されず．自然丘薩iiiに移る．

(2) 出土遺物 (F;,,73) 

須恵器が3点玄室内からl11土している。この中の長頚蓋1点1まn顕郎が饗石の下にもぐり込

む状態で出士しており．そのしめす意味は不明である．

須恵纏 (F4,73-123~1お）

•
ー
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，
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艮珀壺 訟'""註部を欠くが．頸郎がややれ線的に立ちあがる (~ 部は120いほく駆

みt大きい．体部給大径で"曲する．底郎""'底となり．加・砧白が外側F方へ,;rさ出され．
端郎Ii段がつく．体部↑半はへ9削り、そ＂他の器面諷霰は風 1とのため1期．色調は黄灰色

紗位を多く含み、焼成ポ良,124"珀部1よ緩やかに開いて立らあがる, II絃部は外反Lて端部

は丸い、体部は球形をして最大径は中位にくる．底部は平庇で紺いぶ台が外側'FJ;ヘ•JI さ出さ

れる．体部下半にはヘラ削り．体部上半はカキU調霞、色調""'県色．砂椋を多く含み．焼成

良妍 12511腰石下に積たわっていたものである．．高台部を欠じている．頭部はやや直線的に

大きく開き、"緑部は外反して嬌郎1ま丸い、体部は膨みをもち• 最大1差は中位より上にくる．

虹郎は平底で、底部と体部との境から垣9、高台が外側下方に引き出される。瑣部に二条の沈線

がめぐる。体部上半には..ケ日調整．体部下半はヘラ削り。色調Ii灰黒色．砂位を多く含み、

焼成は良好．

7l H-7号墳

1号墳の西側に並んで位置している．表土除去後に発見されたもので.,tt丘は液失Lていた．

11) 主体部 (Fig60) 

石室掘り方は南北に長軸をとり、地山平但面は長さ年）2mlこ整えている．掘り方の深さ"駄

深部で o.,.. ある．石室は南へ開U十る単室，，憤穴式石室である．小型石室で1・5号坑と岡
じ形態のもので燕袖構造である．石けはヽlヽぶりで板状のものを使用している．床面には小畿の

敷石が見られる。梱石拷造はもたない。石室前面は墓道を付設せず自然傾斜面に移る．

S
 

a
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9. I群の調査
, ,,,. 群'"•塙 1立にJO.I/ILて9、も 1辟ttSふ"lil/tて構成されているが、 4基；, .. 哀区外と
なり現払1呆I,された. 4ふとし、雑人林'"''""'""'"'させており.1/tliを"なヽ ，・,,・る．

1) 1-1号墳

尾恨iflf/i部に立地しており、 klL見晴らし"良い場所である。伐道と柑1庭部の一部を防火偕

により破坂されていた＿坑丘は放央しており．地山怪形面"織査でも規模は明らかにできなか

ー・たが．石雀外にt峨に伴なう遺講があり、ここ＊を坑裾とすると；fJO~J2mnl'lfftとなる。ま

たトレン＋調丘では天"石は地山と1司じ高さにな..ており、ことさらに坑rじを高くしなくても
天井石を被うことができる．このことからも、収丘の流失ではなく．禎丘を高くつくっていな

いと判断できる。以上のことは同時期"他の占1/tについて""えることである。

(11 主体部 (Fig65 l 

石箪掘り方は東西に長軸をとりー現"長 5-4,,,,rt, L9mの大きさである．奥墜側では掘り

方の深さは 1-3••ある，石室11西に開いする竪穴糸積''"石室である。石室平面形は奥墜11,が

憤"巾より広い羽子板状を Lている．壁体の構造は椒状の石材を四壁"立てて石棺の構造をつ

くる。顧石上にぱ塊石を憤積みにして、 7段の高さとなり．石材nJ>Jには小礫で"張りして9・

る．天井石'"奥埜側に 1枚の板石がのっているが。当初は3石の天井石で情成されていたもの

である。玄奎床面の奥壁際にはやや大ぶりの平石を崖いて枕石としている．横u部11.2<,の

腰石のうち北隕の腰石の上1こ塊石を 4段積みあげて片抽につくりあげている梱石上面と玄室

床面の高さは-ある。梱石と蘇道との間の空間に士を埋めて、前庭部をつく.,ている，憤u

部簡面は l 列 3段に塊石を中途から積みあげて前庭側壁としている，前庭部には、 I~面が玄室

に向か.,て下向する塞道が 2,5,n付設している・

(2) 出土遺物 (Fig73、Fig!IO) 

玄室右側壁の奥壁よりに鉄鰈4点をまとまった状態で出士Lている．

Ì
‘,1.9.ー
|
＇
亀

武 (Fig80-1~4l 

鉄鎌' ,-, は同型式のものでE-3号墳のものと同じ

類である。片刃の細恨鰈である．身の片flllには逆棘が1本6

_, まどのびている．身の断面は三角形．箆被の断面は長方形

で、茎部の断面ば円形ないし隅丸の方形となる。茎部には木

質を装着し、箆彼よりには桜の皮で巻いてある. 3の全長18

．紅である. 4は身の平面形が菱形をする両丸造の平根鰈で

ある．鋒を欠いているが残りはよい。箆被の晰面"長方形で

ある．茎部には木質を装着し•その上を箆彼近くで桜の皮で巻

いている．身の最大巾 3.3o,である。

~.-
,̀ •• 
,~•9· 
≫
 

雨 Z3

1-1号墳石室閉塞図 U/ffi

-54-



10. その他の遺構

涌谷、＇濱'""閾 if・でIi、/;)ftの調丘以外に、地[;比窯跡、火詐岱直物挫酌追清い謁代が

iiなわれ、古れそ,,,,,とは>l'I"視点での関’）をしつ貸料ヵ得られた．
1)焼土墳

G-5号校の背後,,丘陵.L面に、1晶,,焼1地が検出された・

Ill 1号焼士砿 (Fig24 J 

賊""'"軸を南北にとる 1.9Xl.25~の隅丸長方形,,平面形である. ·~ 面は平担で、深さ

e は約 0.4mある. 4隅に1士致口ほどの小穴があり、床面同様炭化物が埋まっていた、中央部の

、 製リ込み,,.,自然で木根と思われる・"'面から竪体にかけて赤く焼"てお＇）、床一面には炭化

物か堆1f1していた．

121 2号焼土地(F屯汲）

印 .ISmのPl形で深さ 0.2m.床面は平担である，休から壁体は焼けておリ床には炭化物が

見られた，

131 3号焼土地 (Fig24) 

込皇m"--".• 

l!!!!'l ¥『
• 

｀ 
晒釦

』
3号燒土埴

-(2]) 
",i, "" I 

Fig 24 焼土地実測図 {I/細

苓

-Q)~ 焼土塙
""'" 

~ こ
4号燒土填

‘ ,~ ,. 
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南北に,.軸をとる J.8X0.7m'>fflド1形•»fi紺形をしている．掘り込みは浅く、体面は平担

であるーな側には1全0.4m叫,,形"浅し・掘り込みが休直から趾られて,.る、床から咽体"焼It
てお''・'如面は反化物か堆積して,.た。

(4) 4号焼土砿 IF;g 24 l 

南北に長軸をとる 3.IX1.5mの隅丸屁方形の平面形である．ぷ面は平担で、深いところで

0.4 nげ囁り込みとなる．床から壁体は焼Itており．床面には炭化物が一繭に見られた．

2) 窯鰭

D-8~ れと D-9>;頃の刷の丘陵南側斜面に一基存在する.o-'"瑣の調査中に兒見さ
れたものである。

(1) 遺構 (f;gお）

焼成部の後半と煙出し部が残ヽ•ていた．焼成部の天井部はすでに陥没していた。埋土を除去

したのち砂混じりの堅9・面を検出 Lた．この面"蚊終焼9戊面と思われる。床面のJこ射観察では

2回の焼成が考えられるが、湮出し部付近での観家であり、正確とは言えない。中央部の断面

を見ると、焼成部の床iiili水平面から25度から29度の傾斜をしっている．煙出し郎"''面から

奥壁をつたって立ちあがるのではなく、窯尻から後方の平担面に向かって憤力向に煙出しが行

なわれたのではないかと考えられる。窯尻後方の平担面の床面は赤く焼Itており．とくに窯尻

近くの焼,,方が強い。窯尻後方の平担面からは西側に向けて排加糞がのびているが、調鉦範囲

9浪く全体の構造を知るには至っていない・現存焼成部の長さ 2.lm.最大巾 1.6m.±柑断

面からD-9号墳より先行する．

121 出土遺物
窯尻近くであったため須恵器の出土はなかった．

1基単独であ,.遺物のないこともあって、時期の決定は困難だが．東側300mの位置に1Y

期の須患器を出す木山窯跡群があり．あるいはこの窯跡と同時期か、少し先行する時期のもの

ではないかと考えられる．•

3) *葬墓

F ・ 1 群ののる丘陵尾恨練上の標高8Jmに立地している• 表士除去後1基単独で出土してい

る。

(I) 遺構 Ip;g 26 l 

遺構の上部が少し躾されているが怪83X72mの惰1'1形の掘り方の陪北にやや長い平面形であ

る．掘り方の中央輝1こ径幻〇強の平石を置き．その上に藻骨器を正立させ、その回りを径15~

公前後の礫で補強している．蔵骨器の上部構造は不明である．蔵骨器の中には炭化物は少な

＜．むしろ礫の補強部分に炭化物を検出している．

(21 遺物 Iy;g幻）

ー
・
’
ー

'.O¥

、
.
,

•• 

,
 

•,9 

-56-

'
j
 



n
c
 

~... m 

・. •' 
/

7

 

／

ー

]

.
ー
9
/．

•• E
●
●C
 

曼

゜

卜
----1-

~ 

Fig 25窯頂吏illl図,.,.. 

-57-

C 

一
--~ 



体部卜:f,.,11みを残してい

る t帥貨 •'•W-111 L器である，

体部ド松よ膨みをしつて立

らあがな麻部は平既であ

るが少し膨んでいる．庇部

};: (糾部1/)坑から高さ 2.な冨

の高台が外側下方へ引き出

される心裾埠部に段がつく．

゜（本部は横方向のヘラ磨き、

内面l"iヘラを利用したなで

調整．色調lii:/il褐色．胎:t

精良にLて焼成良好．時期

は不明であるが｀古墳群が

g所としての利nlの組わる

8世紀以悼のものと思われ

る．

4) 鉄滓埋納遺構

H-4号頃の石室前面の

埋土中に位置している• H 

-4号墳の躙査中に発見さ

れたものである．

{I) 遺構 (F;g鴻）

埋土中から掘り込まれた

と思われるが．調査では地

山面での掘り込みのみを確

認Lた．現状では最深友b

の床の丸い掘り込みに須恵

器の甕が正立して埋められ．

その中に鉄滓 1個が入れら

れ富さらに土師器の皿で蓋

をしたものである．

(2) 遺物 (F;g29)

須恵器甕．士師器皿．鉄
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滓l点<"/ii七である-

贄' 埠いm

、ぐ

~,,1,,,,1 ::J,~,~30Ct 

鉄9享埋納遺構丸測因"w, 
次回の報告に待ちたい。

5) ペンガラ埋納遺構

1-1号墳の瑣裾に所在する．本来1

-I号坑に伴う遺構として掟えるぺきも

のであるが．特殊性を考えて｀単彼に記

｀ o・ 

須恵鋒聾¥Fig 29→）  

叫 9である誓珀部"応外反して立らあがり、 fl -

峠"内側1述S)みをもら、外11111項をつくって,II燐部が上方に•JI き出される. "蝠部は尖り気味となる. t 
体部は膨みをもヽ•て絨大径1がI•位より上にくる．底部

ば丸底である。体部上半の成形後の渇整不十分のため

l!!l凸がある，"籍郎から体繹上半は績なで潟整．体部

下半は格-(-日ダクキ、内函"詞心円文が見られる。色

調は暗灰色．砂位を含み、焼成Ii良好．

土邸雑皿("• 29ー 1) 完形品である．体部は

浅く膨み、"秘部は内湾して、端部は丸い・"'郎はや

ゃ平ftしている．器面はなで調整が施されている．

色調は赤褐色砂粒を多く含み．焼成良奸．

b I個の鉄滓であるが．現在分析中であり、 Fig 28 

／ 
述する，

(I) 遺構 (Fig30) 

1-1号墳の据部に平面形34X3l=の

Pl形で深さ約26mの掘，)込みをもら，中

央部に土師器の甕を正立させて、その中

にベンガラを尉さ•=に入れ，さらに高

杯で蓋をしたも，，である．

12) 遺物 (Fig73 l 

土師器の甕と高杯、それにベンガラを

出土している．

土鱗繕璽 (Fig73-1カ） 完形品

である．頚部は短く外反しており， n端

部は丸い．体部は膨みを持ち、最大径は

• 
I "'"  

Fig四鉄痒埋納遺構土器実i111図'""
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"剖Iヽ,,位にくるし底部は凡底である ｛中部には，．

ケ"・・整内血!illLがり,,,ヽ 9削" 色渇•ょ赤

楳色 紗泣を多く含み．焼1』9はややあまい．

土師翡薦杯 (fl• 73-126 l 脚部を欠く

杯"""""直線的に,mいて立らあがる "該部は
少し外反し• II端部は凡,. {ふ部と底部ど,,咲は

叫諒である."部は平底で,;手となる一器面はな

で逍整．色戯"赤褐色、砂粒を多く含み、焼成Ii

ややあまし・・

ペンガラ ー握りのペンガラが出tしており

現在分析9ドである．
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V まとめ

'"後2次"調虻においご"ふに及ふ＇渾群とヽ Jヽイ虚、火JI<¥¥,窯珈逍物塊酌遺,.,,,発掘さ

れ、多くのll料か得られた々本遺跡'"世紀から8世紀と,.. ・, 時,,,,i.. ,,,』で'¥If!!を」μ体と Lて
おり，それ""・れ、小“窒，火非硲とい・,形となりて,.る，ここで"'り地,,あ'Iiiから章高訟

"'を賎点として.'本の小丘陵の紀恨線とそ 9ヽ南倶9斜面に分布十ろ 9群≫/ぷし群と火詐塁、さ

らにその他の遺情について、立地．築造年代、群捐,A等をのぺてまとめとしたい，

釦地 占棺を主体とする本遺跡I砧地，埋罪形態・"組構造から見て、 3期に大きく分類

できる。

1期 A• B• C• E• I群の11基の，'ilttば丘陵尾机線LEIこ，片地しており，'""'化期中

頃から 6世紀前半にかけて連続Lて築造されている,Jftlicの残"が悪く、規摂を")箪にできな

いがC-2.C-5号坑の坑丘高1士'"'程である他"、明確な盛七を持たず磁査前d凜京でし

自然1王陵とな.,ていたっこのことは、 C-2•C-5'}れには盛上があることから• 他叫頃

は石室天井石を被うほどの低平なものと考えたい。また禎丘規模L小さ<c-Jj}J印,,苓,_
5mからC-5号坑の径IQ,nの問である。内郎主体は全てほぼ酉に闇口十る。竪穴系横II式石

室を主体としてその前後に小型竪穴式石室と広義の竪穴系横n式石室が加わる。追物ば鉄鰈と

7J子が各J/11こ数点づつと乏しく.C-5号れのみに馬具が集中的に●1葬されており、芍該期の

盟主的位置を占めるのは明白である。 C-5号項を除くと各坑とい里非1文1-2回程度と考え

られる。

ll .. D•F•G•H群の28基の古JJ1は大略 7 世紀初めから 1 世紀後半にかけて知造され

ており．一部は 8世紀にまで追葬がおよふ各古校1文丘陵の南測斜面に占地していも調企時

にIi墳丘を認める古禎はなく. >レンチ調査によ＇)．天井石を被う程度の盛土を滋認する程度

であった．このことは占地が急傾斜の斜面となっていることから．等高線と直交するように石

室掘り方を掘り．その深さは斜面の高い方において"掘り方の上端が天井石の高さにくるほど

，，，深さとなっており、天井石を被った後はことさらにれ丘を高くする必要のなか.,たことに起

因すると思われる。内部主体は全て単室の横穴式石室で""南に開口十る。袖石は持つものと

持たないものがある。遺物は 1期の古墳が石室外に土器が見い出されるのと対照的に.n期で

は石室内への畠）葬が顕著となっている。鉄器は鉄鰈．刀の武具と刀子、鉄斧のエ具が主体を占

、めるが全体としては副葬品に乏しいようである。各支群lilつのまとまりとして1厚位を構成

するものと考えられる。この意昧では.D群と F·G•H群と"対応すぺき群構造と考えられ

る。石室構造と群については百田古墳群が本古頃と同時期であることから次回の報告でまとめ

て述べたい．

mllll 古墳という形での埋葬方法が終結して．しばらくの,mをおいた後に火葬基が1基営
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tれる, :NI期が8世紀後キである， この火"''~をJ,l後にして≪11谷叫i.陵""地としての役

.、

： 

.. 

‘̀ 

!Iを終える`

窯跡 D 群•Iの内饒糾面に 1~,汁{£する窯跡は11,蝕であり、""'以Le"操業を思定Lなが

らも無遺物のため時期は1リ1確にできなし・カ;. D-9りれに先行Lており．また東側500"'には

I¥'聞,.逍物の見られる.f-1<1窯跡群の（確から'"'"匪紀未から71>1暉 1後り灌造と考えられる
おそらくは ·•an浦谷に窯を求めたが選地に央敗して．直後に＊山，，地に移→たのではないかと

也定できる. "来．浦谷をg域とする古代人にとっては・"地として和Jill十る以外のII的を持

＇磁情を 11'り出すことは考えられないこのことから 1期の窮地としての利f1lが途絶えて久し

い後の. II期，',1/1群形成以前に窯がつくられたも＂と考えてよい，
焼土砿 G 群•!•に所在十る 4船の焼い釦積川と同時期，，ものと号えられるいずれも大

ささ.'~●i形はさまざまである．共通する点9む杖釦唸面が焼けており. ·~ 面から致=•'"さ

；凜化物か堆積することである．詞様の遺構1よ百llli';J/l群にt見られる.(この山項群では坑裾

において追非時:c掘,,込まれた'I'が"Iらかなものがある。）
焼L地中の炭化物の加・ら十ると、小枝の大きさのものが殆どであ').丸太と思われる炭Iヒ

杓"検出していない又．焼上均心各；；J/tに伴うものではなく、一り所に集中していることを

如え合わせると、各1濱tのけつ埋祥維llの1つとして把えることぱ難かしく即,fr,,理山による
ものと考えられるが．近年'>/,litの坑fr坑外への調企砥囲の拡大に伴う焼土厄の検出例の増加

と考えると.ti坦≫ft!送艇礼の一つとしてー一考を要するものと思われる．

鉄滓埋納遺溝 H-4号・瑣の及道の位顔ヽこ所在する埋甕は形態的には古凩群の築造の終

ゎ，•た後の 8 世紀代に考えられる。遺構1ま甕の中に鉄滓を 1 つ置き、土師器のIDlで蘊をすると

いったもので、周囲には関連の遺惰は見られなかった。この種の遺構は百田古墳群にも見られ．

上砿"中に鉄滓を数脳置,,た後、土師器の甕を被せている．焼土）i、鉄滓埋納追情に見る洞古
れ群の性格は籾函っており、同一"団体、もしくは同一生菓集団として捉えることができるで

あろう。しかし小谷地を挟んで同時的に形成される両古墳群1士おそらく政治的規制の結果と考

えられる．

ペンガラ埋納遺構 本来は1-1号墳の築造時期に伴うものと思われる。高杯の底部と

'" 体部の屈曲は5世期前半の形態を持っており、勝浦10号墳下の住居址の高杯にも共通すると思

われる．しかい脚部を欠くことと、屈曲部の稜が弱くなって鋭さがなくなっており．より後

出するものと考えられる。また．甕の形態も考え合わせると 5世紀中頃から後半にかけての年

代を考えたい。土師器の甕の中にlil!屋りのペンガラが置かれており、 1-1号墳石室内にペ

ンガラが蘇布されていることと合わせると塗布の残料ペンガラを追葬を考えて捨てることなく

埋めこんだものと考えられる。このことより推定するならlfl-1号墳は追葬がなかったか．

ししくは埋納したベンガラを使用しての追葬は行なわなかったものと考えられよう。
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1期の石室構造について
A• B• C• E• I群に所にするi'積り6室Ii,その構造が-→遁の流れをtつものとして捉

えることができる．ここでは本遺跡における竪穴系憤"武石室の生成と発展について述べるだ

'"ことどめたい. 5群の11基の古墳からなる 1期の石室形態を大きく 4類に分けて石室の繍部

を述ぺ．築造年代とも合わせて検討したい.IV類については石当構造がW類から連続する構造

としてとらえることができ．さらに1V類に後続する石室は本遍鰭にはなく、このことは他の遺
庄＄

跡についても言える。ここでは竪穴系横口式石室の娩疇としておきたい。

1類 (E-2'}Jjl)

E-2 C-1 A-3 1-1 E-3 C-4 

r―l 

召¥=r ＼ 
［ 

C-6 C-3 C-2 C-5 

fig 81 石室平面形の比較 (l /60) 
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""を基+fi態とした小型堅'""石達であるし腰石ヽU姐""を<llll"I印歴に並ぺてお,,.腰

""には塊fiei'f用してし、なベンガラの使Ill"""られなか、，た．
ll類 (C-1・A-3・D-1サ!ff}

燕抽翌"'fi:iを形態に"道を付設するものである．

ll• 編 (C-I ljc墳）

', 

: 
笠
E-2 

<,、

1-1 

ニ翠晴

。

~ 
C-3 

C-2 

,. 
C-4 

Fig82 石室側壁の比較 {>/細
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長)j形賊り）jが'"こfi室を収め．地山,u,からい口の晶さに凡道ら Lき段をつくる。即9部
,,,,, かせまし,.,,抜状9弔"形をLてしる. 3喉"帳id1I類叶非汲"'"''り使9方であり、

腰tit.のb積,,t,fjj似する。"""'に"''躁を使ったH弧りがある。績"部の構造に特徴があ

，)．基部9こ腰石をおかずに、塊石を切9横 9こ並ぺて梱状の構造として、その.tに4段"ふ積み

を行って閉塞としていることである，絨．上部"閉塞ぷはやや大ぶり＂平石を天"石と 111面を合

わせるようにおいている．頃い部は揖造的には明らかに燕抽堅,,,直形態をtつが,x.!I石と

地山掘り方との空間"侠く、追旅を＂）能とする空間とはなり得ない。こ"石室は東宮 9尾5号

れにも認められるが、帳石のj/熊と石室高に違いがある，報告苔では 5世紀後半と報告されて

し・る。

fibli(A-3•8-l 号校）

B-1号mについては残りが悪いが..1類に含まれるいりと言える.A-3引lJ1は無袖型の
石室"段をしって貸道を付設するしのである．石室平,.形は羽子阪状をな七 3墜の塵石の石

"'"'手となる。謳石から」・・"".類屈様の積み方であな横U郎1ま腰石と同じ6材を横譴し

て梱石としている. r• 寡i,JII石上で行われ. 2石を積長に2段崖き．各段の外側にはl石づつ
をもって控えとしている．甑石上面"墓道の体面と同レペルとなり、 g道の床面"石奎へ向か

って下向＂傾斜ともっ 2 石室内に1文ペンガラを認めることはできなかった．

m類 (I- l• E-3• C-4号J/1)

袖石を横い部にもち，憤"前面に貼石状の前庭部をつく凡さらに島道を付設する構造であ

る。

m●類 (1-1号墳）
玄室平面形Ii羽子板状となり．腰石1'3壁とも板状石を使い石棺と国様の構造であか腰石

上には塊石と積みあげて、石材間には目張りを行っている．横口部の構造比 2石の腰石のう

らの小ぶりの石材，，，上部に塊石を9段積みあげて片袖を装っている。梱石9文慶石と同様の麿き

方をしている．梱石上面と墓道の床面は同レペルである．繭庭部は基部の石が丙側壁とも腰石

上1段目の石と同レペルから始まって 1列つくられている。閉塞はA-a号墳に類似十る。

Wb麺 (E-3号)ff)

玄室平面形は長方形に近い．簾石の使い方は 1-1号墳に似るがやや大ぶりとなる．屡石上

には塊石を積みあげ石材間は,J濃で目張りしている。嶺U部は腰石と同様の石けを使って2石

を並べて梱石としていも袖石9ま長めの板状石を基部のレベルが梱石の中位にくるようにして

玄室に倒れかけるように置いており・前庭部の両側壁石積みは袖石の安定を保っための構造と

も見てとれるが、 1-1号墳よりやや下位から積みあげている。梱石の上面は墓道床面よりや

ゃ高くなるが｀この貶Iよ埋土して床面の高さを梱石上面に合わせたものと考えられが閉塞Ii.

板石を1枚使って、梱石から墓道よりに立てられている。

•
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"'類 CC-4り爪）
_., .. ・...形は羽,.依lkとなる、腰釦1il,状ぷを使,.""  tヽよ塊石を積みあげて石HJHII<•<ヽ

礫をし・ベ II張りをしている．憤II郎"小ぶりのiiMを立て刈袖と Lて,.る．抽,.,刈直ii文玄

屯品の½-如滴さてある．梱石IH部に平ぷを横l!lL • .le部は5石"ヽ Iヽ4屯を並，llしている．

横II 部前面の石積みは袖石がI•位に＆郎を腹"て 1"3段の塊石が積まれている.,惰富1土梱石

leに塊石を積みあげている。本る室からは21,の人情が出土し追葬であることがわかうた．

な道の構造については不明である。

IV頷(C-6•C-3•C-2•C-51J-墳）．

両袖式のり逍針構造で．前壁構造をもが 1肖趾部と畠道が1-1設するしのをいう。

IV• 類 CC-6•C-3号収

跛域を受けているが前唸構造をもつものと患われ、 Ill類に比べて玄当が広くなる。玄当平dii

形ば長方形であるが憤"部側で急1こ狭くなる形態である．籐石は板状石を慣長 IC~J月1 している

のがH立つ．腰石下に桟石を使い出すのはこの類からであり．立奎の拡大化に伴うものと考え

られる。楼石上には塊，，を饒.,た石積みとなる力遁顕に比ぺるとやや大ぶりとな 9べくる。石H

r,1には小礫によるH張りが見られを横u部には両袖石が立ち、袖石上面の高さは績U高の％

である，抽石1:11には平石を使，•て横麿し、 C-6 号墳では上部に 21ltの石材をのせ梱石として

いも横"部前面には左右側壁の基部が袖石の中位にくるレベルから 1列欺段積みあげており

貼石に近い構造となっている。募道は玄室地山床面から小さな段をつくって付設されている．

C-6~ ・れは玄室と硲道の床面レペルは岡じであるが石室構築時には棚石を地山から心口積み

あげて梱石前面にも梱石上面と同じようなレベルに2列の石材を置き、皇道へむかって±を埋

めて地山より高いレペルの位道をつくりあげている。この種構造をつくったのは、 C-6号墳

が尾根頂部に立地することからの地形的制約に対応するため，，，ものと考えられる.C-6号墳

閉塞"'枚の板状石を梱石上に立てかけている．玄室壁面にはベンガラは認められない。

!Vb類 CC-2・C-5号墳）

IV●類と同様の石室構造となるが．玄室床面積が広くなり｀石材し大ぷりとなってくる．腰

石下には恨石を使っている。横n部は両袖の石材が立てられ、袖石上面の高さは憤口部涵の％

～％となる。袖石間には平石2石を横置して11i石としている．横口部簡面には1111壁が前庭部基

部から 1~2列、 8~9段積みあげられている。鱒壁の上面"摺石より上にくる。墓道"玄室

へ向かって下向する傾斜をもって付設されている。

各類の位置づけは 1類が石棺を基本とした竪穴式石室、●類は形態的機能的にも竪穴系横ロ

式石室へ移向しきれない試行的段僭．瓜類は石棺系石室を素直に受容い機能的にも竪穴系憤

u式石室を朧立する段階.IV類"一応の形を整えた竪穴系慣口式石室Iが定着L.追葬を前提と
した石室空間をもちだす段階として捉えられる．
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Tab 3石富構遣の比載
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各●'"年代についてばUl.lc遺物と検,1すると C-2flltt溝Ul.tのL帥岱の贔杯116肱紀Itに、

c-, けれ1壽UI.上の1池謀む1よ陶邑占窯址詐TK23とMT15"i'IIこくるものと息われ、 6世
紀!JJめに.c-s>}Jtt溝出上のSi.<;温杯昨 1類はTK47か<,MT15にあたるい恩われることか

ら， 6世紀煎半代に、 1-1'}11!!0裾のヒ師器は5世紀後キ代にくるものと考えられる。以I・.

から 111 類を 5 世紀後半から末に .IV類を 6Jlt紀初頭～籠I半"位置づけたい• ll類については後

迩する理由からlll類と併行する時期を与え， 1類は先行する時期として 5世紀1咽～後半の年

代が与えられるであろう。小形竪穴式石室から1¥1J壁構造をもつ竪穴糸横n式石室は l~IV類へ

過続するも＂と思われるが、 n類石室は111類に先行するものではなく、むしろ小形竪穴式6室
から竪’大糸横U式石室への試行の段階として表われた形態としてとらえたいこのこと;,c,n

•~I/lb 類は時11IJ的巾を考えながら blllf同時期に築造されたものと考えたい。以上の年ft観

と立地を次の図により表わすと

、文r
臼

．． 

•-•' 
' 

Fig 83 1期古墳群の形成と過程

となる.E群に始まる I類は. n 類になると 5•所に場所を移して新たな石室形態の籠立をも

とめて試行する.111, 類の時期になると竪大系撲口式石室は基本形をととのえて,C群の中に

収束される.IV類の時期に2つに分かれ．石室は大形してくる。最後にC-5号墳の築造によ

って 1期古墳群はまとまって当該期の築造を終える。 C-5号墳は当該時期古墳群の盟主的位

置をしめており｀属）葬品も他の古墳に卓蘊している.C-5号墳は6世紀薗半で、筑紫般井の
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反乱の時期にあたる。このことは副葬贔,.に伽郎的婆索が見られることから政治的規制の中で

c-"'"'が築造され， C-5号"''紋後に 1期占禎が終息することは今後＂北部 }L州に見ら
れる"該期占墳の生成と殷J111に課題とのこしている。

1期山頂群"成立と殿,.. については｀竪大系憤""'''室の発生をぷ棺系小型竪穴式石室にも

とめたい，

註l. I如・ 1潤1年調査．占如5基、小石室9ふが発掘され2つの斜面に分布し．浦谷/ill¥群に先行

する9与期に位●Jの築造が行われている．鉄澤の●l諄及び埋納が見られた．

勲，衝原・奴,,,,.. 詳J 緬岡県文化財調査薇告甚第臼集

'・ 家｛●'"内における城ヶ谷・久戸・相原・届元占れ群の免雌調在では竪穴糸横u式石室に連続す

2
 

,. 

石'" 幅鮒県教育委員会

る""形態lよ絡められず｀次の古坑"築造までに一定の空白がある・

山小英彦「東宮 9 尾占項群」北九州~i文化財調査報む"第14集 北九州市孜育委員会
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VI 浦谷古墳群出土人骨について

Iリ川大学 紹&I?敦:J! 氷 井 昌 文

•• 

ここに銀'"するのIi.I!! 記のうちc-4'}瑣"竪穴系隕u式といわれるし当中よ＇)出土した

2体の人1tである。この2体の被祥者か'"'時挫葬 9合揖）であるか翼時埋葬（迫撰）であるか

は、"とんと雌部のみに限られた9史仔状況で"、必ずしも●Iらかにしえないが、今後の参考の

ために出上払況を練慮した人骨ヽ9所見をF記する．

C-4-1号人骨 男性．熟年

出土状況および保存状態：頭骨は東臆にあたる奥壁下中央やや南寄りにIt在した。右側頭部

を卜に L ており、該部"屈蝕が著しく約10~四方の欠TLLを来たLている．従って．自然，，腐朽

位から f坐り,,,良い横位に転位して久しいしのと考えられる．顔面西寄りに；；鍛骨．左尺骨

上半、ド顎1tなどがあるが、こ"'附近に沿石があヽ）たと見え左9顎技は破折して附近に飛び、

その断端は比較9新しい。これら一塊"付からやや；；（北側）に離れ後記2サ人骨の；；下顎角

Lに、その大し・さ性状から見一、、この I 号人骨のものと判繭される右肩甲赫の伍部が乗•バ：Jlj

士している• その他11、左大腿骨，，付体部が伸展埋葬時の自然な位置に出土しているが、これ

と対をなすと思われる；；大腿骨体は.., 叩 9ども離れて北壁下に出土し不自然である。後者は

2号J、甘所属とも考えられるが、その残仔の注状から兒てl号所属としたほうがより妥当と判

断した．

なお．頭骨には前紀のん偵1頭部の大きな腐蝕の鎚ヽこ＃鞘而の処々に小欠損を見る．これし左

下顎技，，破折と同様の原因によるものであろう。さらに．頭骨全体の色調は暗9潰褐色である

が．前頭部には茶褐色，，，濃い部分があり、顔面に点々と残る丹，，痕跡から推すと．こ，，部分に

し願料の附着が著しかったのではないかと思う．

残存信式は下記のとお9である．

87654321 1234--7-

｀ 

8● ● 5 4 3 2● 

O・・・ 空歯Ill.歯牙亡失 ●…歯槽閉鎖 一・・・歯槽欠損

熟年．歯牙の咬耗度は M•"in 氏の 3 度ないし 4 度である。縫合の癒合は矢状

・人字の再縫合に進行し、冠状縫合ではわずかである。従って熟年でも切綱で鉛代の初めと推

.23450●0 

匹年齢・

定した。

lllE仕―' 男性．骨鷺が残っていないので．頭骨のみから推定せざるをえない．比較的大

きく頑強な感を与える頭骨である．眉弓・乳様突起はよく発達し、眼寓上縁は厚く、頬骨の請

頭突起後縁も後方へ強く突出し.,顎骨は頑強である。いずれの観点からも男性としての性徽

—四ー

：＿ ［ 

_ l 
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をよく偏えている.k. 腿骨ti体部の太さも、現ft人'lit"平均以上を示しそれを裏づけている．

頭影： 長絋叶数74.1で中頭形に近い妓頑である．

ll定身長：不明．推定根拠となる完全な四肢廿を欠く．

抜●風習の痕鰭： T顎の両側,,りJ歯が慧く、 Ill応"間隙を残して紺情が閉飢している，，，で

抜債を思わせるが、対向する上顎中切蝙の切樟には若年期における下顎切薗の抜士を思わ亡る

磨耗状況が見られない。もしそうとすれば、その死亡年齢から見て.'"".のりll<i丘心部は達心

部にくらべ庖耗が少ないために下方に突出するような所見がある筈である。一方｀下顎臼歯部

には歯槽膿漏の病像が見られるので、この間偏郎蝙槽の閉鎖も歯疾患による可能性が高く、若

年期で懸く比較的新しい病変と思われる．

特記所見 ただこの人骨の上下歯列には、占代人にまま見られる異常な胴耗がある。すな

わち．上下ともに1J1J切歯から小臼撞にわたって磨耗が舌11Jより唇11111こ著しい．従って咬合面が

唇側へ向って傾斜して (1111いて）いなまた揖列全体の咬合面は近遠心方向に起伏を1羞き、上

顎では大菌•第 1 小臼歯の磨耗が特に著しい．下顎蝦列の咬合面は上顎のそれに対応した起伏

を示す瓜右111lでは対応し切れぬ如く、噛み合せた場合、上顎との間に駄*'ヽ幅の紡巽形の

空陳が残る．左側にもそ，，ような傾向が見られる瓜右側"どではないこの異常な磨耗1よ、

この飼体の生陣における何らかの習癖を物語るものであ，，うが．どのようなものであったかは

推調の域を111でなし.,,で．今は事実だけを記廿ことどめたい．

C-4-2号人骨 男性、成年

出土状態および存状懲： この人骨は 1号人骨1こくらぺて質蘊ともに保存状態は不良であ

る．ほとんど頭骨片に限られ石室奥の東北隅より一塊として出土しに残存部分は次の通りで

ある。すなわら前縁部を欠く右頭頂骨、これと連接Lた後頭骨鱗部右半、願面では眉間を中

心とするヽlヽ凡左上顎骨などである．下顎骨はある礼処々に欠損があり、再側下顎角・下顎

頭・筋突起さらに前樋歯帽部が腐蝕されている．その他には、右側頭骨。頭蓋底諸骨があるが。

いずれも細片で腐朽が著しい• 頭蓋 1c,1,an=J , 之,lilliJ頭部を下に顔面を北壁に向け．横倒

しになった状態で出士した。下顎骨は天地逆転L歯列を床につけていたので原埋葬位のままの

出±状態とは言い難い。さらに特に注目すべきことば本来、骨霊部にあるぺき［山骨片がこの

人骨の頭骨内より出士した。

骨全体の色調は 1号人骨と同様であるが．前記した如く風化はより著しいので．丹の附着を

認め鑑いが｀辛うじて上顎切歯の歯根部にこれを見出した．

残存菌式は下記のとおりである．

ぷ；□:~~1~:::::;: 
紀号設明は1号と同じであなただ「和と記入した下顎右1111智菌は未だ咬合面に達せず、
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左側のそれは菌胚の存在を思わせる腔所も見当らなかった。また上顎右憾雀"遊離して採集さ

れたものである．

上・下顎の智薩はようやく咬合面に達したか達せぬかの段階で、魃の菫の咬耗

度は M,nfn氏の 1ないし 2度である。残存する矢状・人字両縫合に癒合は見られない．また

撞年齢：

後頭骨基部は蝶形骨体と完全に骨結合を終っている．以上より成年それも幻代の初めと雛定し
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揖定性別： この人ftは保//{浪で確実な付別推定"恨拠に乏Lい．寛竹を欠き、頭竹も重

距な指標となる部分か税朽しよって,,る、ただ頭什およびH穎がりl社なみに大さいことは十分

寂せられる．やうじて残・た似餌憎後1点で I-,,.1,i弦長,... 『<lnltJI 測爵"'"'•·'を嗣る

と96aあり、これは"''釦は現代人男性の平均値 1'54、原ttll84.85 t n "107 , .-=5.49 

にくらぺてもその最大値に近い値である，因みにl't人骨.,,,..。従・ベ、恨拠"簿弱である

が女性とするよりもむしろ男性としたほうがより妥当であろう，なお'"''の発達は男女いずれ

とも決めかねる程度のものである。 ., 
其の他： 頭形，推定身長などはすぺて不明である。抜歯楓営の底跡"・ 下瀕切歯々槽を欠 'i 

くので明言出来ないが、上顎対向切極の咬耗から見る限,,.おそらく無いとしてよいであろう。

両人骨に関する附記

はじめに記した如く、この同一石室内の両人骨が合葬か追葬かは考古学上のg開や族制に関

連Lて興味の持たれるところであろう。従って以下この点に絞..て人付からえられる所見をま

とめて考襄してみよう．

先ず．両人付はともに男性であふただ．性別推定の根拠が2号人骨で1'1号人什における

ほど確実でない。一方、 ,:1接的に女性であることを示唆するような副葬品・着装品は伴出して
,. な,.. 

次に．推定年齢は 1号人骨"'°代の， 2号人骨は20代の切めであ''・ 両者の死亡年齢には約

20年の開きがある．

出土状況は、 1号人骨は一部に浴石による攪乱はあるものの．概ね原埋舜位に近し配置で出

土している。 2号人骨には原埋葬後，骨の腐朽が進行した時期（少くとも10'固以UL邑したと

思われる）に二次的に動かされた形跡がある。その根拠となるのは骨整を形成して,,る仙骨"

一部が頭蓋冠の中より出土したこと，および下顎が上下逆転していることである。さらに．頭

骨の腐朽状態も異様である．すなわち、 1号人骨のそれに見られるように、一般には墓床に接

して下位にあった側の腐蝕の進行が著Lいの1ら 2号人骨では再側頭部に、その下顎では上下

両端に腐朽が著しい• これを説明するに"・ 仰臥伸葬の姿勢での腐敗の進行とともに下顎は関

節で外れて落下し．頭骨ばより「坐Jりの良い左側の側頭・後頭部を下にした位置に転位L,

ともに床に接した部分で腐朽が進行した後．従って前記の如き相当年月が経過した後．人為的

に動かされ，その後は新たに床に接した部分で腐朽が進行し．梵瓶鯛査されるに到ったと考え

たが良いので"なかろうか、＇

以上のような推察を進めると，結論的にば先ず2号遺体が葬られ，腐朽が進行した段贄で1

号遺体を追葬するために奥の北東隅へ2号人骨を寄せたのではないかとの憶輿が成り立つ. 1 

号人骨の右肩甲骨片が2号人骨の下顎に乗って出土したこともこの推測を裏づける．
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なお，的送拌101<>時IIIJ的1111隔が仮令10年以Lでt、現代までの"過＂数は凡そ 1500年にtな

るので，山遺体はこれまで9えばlfo1-条件で埋葬されていたと考えて良い，にも拘らず両人付の

保1,-度には相違が見られる．これには"'遺骨のほうが杓くてh機成分に店んでいたことも関

係があるであろう。

さらに、この節i男住が父子であヽ9たか、兄弟であ・9たか，それとも身近な近樟者であ・≫たか

• など穐々の場合が考えられる。 Lかし、そのような族制を窺う上での分祈にはこの古積のもつ

考古,,的背紙を多角度から検討することが必要であろう。
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